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女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割

四
二

〈
西
二
）

ま
え
が
き

　
青
柳
文
雄
教
授
は
、
か
つ
て
上
智
大
学
法
学
部
教
授
で
あ
ら
れ
た
こ
ろ
、
東
京
の
中
野
刑
務
所
に
お
け
る
受
刑
者
（
成
人
の
懲
役
囚
お
よ
び
禁
鋼
囚
）
と

西
ド
イ
ツ
の
ハ
メ
ル
ン
少
年
刑
務
所
に
お
け
る
受
刑
者
の
調
査
を
し
て
、
昭
和
四
三
年
に
「
受
刑
者
か
ら
見
た
刑
事
手
続
（
一
）
、
　
（
二
）
』
と
題
し
て
、

事
実
の
認
定
、
刑
の
量
定
お
よ
び
手
続
の
適
正
の
三
項
目
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
発
表
さ
れ
た
（
ジ
ュ
リ
ス
ト
昭
和
四
三
年
七
月
四
〇
一
号
お
よ
び
四
〇
二

号
所
収
、
の
ち
に
「
続
犯
罪
と
わ
が
国
民
性
」
（
昭
和
四
八
年
）
所
収
。
）
が
、
さ
ら
に
、
教
授
が
慶
鷹
義
塾
大
学
法
学
部
の
専
任
の
教
授
に
な
ら
れ
た
の
ち
、
受

刑
者
の
訴
訟
手
続
に
関
す
る
意
識
調
査
を
、
前
回
よ
り
も
広
汎
な
ア
ン
ケ
ー
ト
項
目
に
わ
た
つ
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
。
ま
ず
、
初
回
は
、
昭

和
四
七
年
一
一
月
二
二
日
、
青
柳
刑
訴
法
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
私
と
大
学
院
生
数
名
と
が
参
加
し
て
、
千
葉
県
市
原
の
交
通
刑
務
所
で
ア
ソ
ケ
ー
ト

調
査
と
面
接
調
査
が
行
な
わ
れ
た
が
、
私
は
、
そ
の
後
の
結
果
分
析
研
究
会
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
つ
い
で
、
昨
年
は
中
野
刑
務
所
で
、
故

意
犯
受
刑
者
を
対
象
と
す
る
同
種
の
調
査
を
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
際
、
人
数
が
少
な
く
て
全
国
的
に
調
査
可
能
と
思
わ
れ
る
女
子
の
方
を
私
が

分
担
す
る
こ
と
に
し
た
。
市
原
、
中
野
両
刑
務
所
の
調
査
結
果
は
す
で
に
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
九
号
（
昭
和
四
八
年
四
月
）
、
五
八
四
号
（
昭
和
五
〇
年
四
月
）

に
青
柳
教
授
が
発
表
ず
み
で
、
後
者
に
は
、
女
子
受
刑
者
中
当
時
ま
で
に
結
果
の
集
計
が
出
て
い
た
笠
松
刑
務
所
の
分
ま
で
報
告
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

こ
に
は
中
谷
が
女
子
の
分
に
つ
い
て
の
調
査
結
果
を
報
告
す
る
旨
の
予
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
私
の
個
人
的
な
事
情
で
、
今
ま
で
そ
の
調
査
結
果

は
未
発
表
の
ま
ま
で
あ
つ
た
の
で
、
そ
の
調
査
結
果
を
ま
と
め
て
教
授
の
調
査
報
告
に
タ
イ
ア
ッ
プ
さ
せ
る
と
同
時
に
、
対
象
の
特
色
に
応
じ
て
、
青

柳
教
授
の
調
査
分
析
と
は
や
』
視
点
を
か
え
て
、
女
性
犯
罪
研
究
の
視
点
か
ら
、
こ
の
調
査
に
よ
つ
て
あ
き
ら
か
に
な
し
得
た
わ
が
国
の
女
性
犯
罪
の

特
質
・
女
性
犯
罪
者
の
処
遇
お
よ
び
女
性
法
曹
、
と
く
に
被
疑
者
被
告
人
の
段
階
を
通
じ
て
直
接
的
な
接
触
の
場
を
も
つ
弁
護
士
と
検
察
官
と
の
か
』

わ
り
あ
い
、
女
性
法
曹
に
対
す
る
被
疑
者
、
被
告
人
、
受
刑
者
か
ら
の
あ
る
種
の
評
価
を
さ
ぐ
り
、
同
時
に
今
後
の
役
割
の
展
望
を
行
な
い
、
国
際
婦

人
年
を
記
念
す
る
研
究
の
一
端
と
も
し
、
青
柳
教
授
へ
の
感
謝
の
念
を
こ
め
て
、
こ
れ
を
捧
げ
る
も
の
で
あ
る
。



二
　
こ
の
調
査
の
方
法
と
内
容

　
1
　
青
柳
教
授
が
市
原
刑
務
所
の
交
通
受
刑
者
に
つ
い
て
行
な
つ
た
訴
訟
手
続
に
関
す
る
意
識
調
査
は
、
施
設
側
で
事
故
内
容
等
に
関
す
る
詳

細
な
調
査
が
行
な
わ
れ
て
い
た
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
に
あ
た
り
、
そ
れ
が
か
な
り
比
較
参
考
に
な
つ
た
。
ま
た
受
刑
者
は
、
す
べ
て
、
交

通
事
故
に
よ
り
禁
鋼
を
言
渡
さ
れ
た
者
、
即
ち
、
業
務
上
過
失
致
死
傷
罪
を
犯
し
た
者
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
意
識
調
査
も
焦
点

が
し
ぼ
ら
れ
て
得
る
と
こ
ろ
が
あ
つ
た
。
中
野
刑
務
所
の
場
合
は
罪
名
も
表
1
1
の
よ
う
に
二
十
数
種
に
お
よ
び
、
犯
行
と
訴
訟
手
続
に
関
す
る

意
識
と
の
連
関
性
は
稀
薄
化
さ
れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
ま
た
、
右
男
子
の
場
合
の
両
調
査
は
、
何
れ
も
ア
ト
ラ
ン
ダ
ム
に
抽
出
さ
れ
た
者
に
つ
い

　
　
　
　
（
1
）

て
行
な
わ
れ
た
だ
け
で
な
く
、
対
象
者
は
前
者
は
交
通
事
故
禁
鋼
受
刑
者
に
、
後
者
は
二
六
歳
未
満
で
刑
期
一
年
以
上
八
年
ま
で
の
処
遇
容
易
者

に
限
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
分
類
拘
禁
の
実
施
さ
れ
て
い
る
男
子
の
場
合
当
然
の
こ
と
と
い
え
る
。
女
子
の
場
合
は
施
設
数
も
少
な
く
、
人
数
も

少
な
い
の
で
、
全
受
刑
者
の
調
査
も
必
ず
し
も
不
可
能
で
は
な
い
と
考
え
、
中
野
刑
務
所
の
調
査
と
ほ
父
同
じ
時
期
に
矯
正
局
と
各
施
設
の
御
諒

解
、
御
協
力
の
下
に
調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、
昭
和
四
九
年
一
一
月
二
〇
日
、
青
柳
、
中
谷
両
研
究
会
所
属
の
女
子
学
生
中
有
志
の
八
名
が
笠

松
刑
務
所
を
訪
問
し
、
罪
種
、
刑
期
、
年
齢
、
入
所
度
数
、
手
続
に
関
す
る
満
足
度
、
女
性
法
曹
の
関
与
の
有
無
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
充

分
配
慮
さ
れ
た
人
選
に
よ
り
、
か
つ
本
人
の
承
諾
を
得
た
う
え
で
の
、
一
〇
名
の
受
刑
者
に
つ
い
て
面
接
調
査
を
行
な
つ
た
。
他
の
施
設
で
は
、

施
設
職
員
（
分
類
課
お
よ
び
保
安
課
の
）
の
指
導
に
よ
り
、
ア
ン
ヶ
ー
ト
用
紙
へ
の
記
入
の
方
法
に
よ
つ
た
。

　
（
1
）
青
柳
文
雄
・
「
交
通
事
件
受
刑
者
に
つ
い
て
の
訴
訟
手
続
の
意
識
調
査
』
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
九
号
（
一
九
七
三
．
四
・
一
）
二
一
一
〇
頁
、
同
、
　
「
故
意
犯
受
刑
者
の
訴
訟
手
続

　
　
の
意
識
調
査
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
八
四
号
（
一
九
七
五
・
四
・
一
）
一
〇
三
頁
。

　
2
　
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
主
質
問
六
頁
、
補
充
質
問
二
頁
、
合
計
八
頁
に
わ
た
る
が
、
そ
の
内
容
は
、
別
掲
「
ア
ン
ケ
ー
ト
の
お
願
い
」
の
と
お

り
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
皿
ー
3
お
よ
び
4
、
補
充
質
問
1
～
5
は
、
男
子
対
象
者
と
は
別
に
、
女
子
の
調
査
に
つ
い
て
追
加
し
た
項
目
で
あ
る
。

　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三
　
　
　
（
四
三
）



女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割

　
　
　
　
　
三
　
調
査
結
果
の
集
計

調
査
結
果
を
、

1
～
14
で
あ
る
。

四
四

（
四
四
）

論
述
の
都
合
上
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
番
号
順
に
で
は
な
く
、
手
続
の
順
序
お
よ
び
関
連
項
目
毎
に
再
編
成
し
た
も
の
が
別
表

四
　
調
査
結
果
の
分
析
1
わ
が
国
の
女
性
犯
罪
お
よ
び
そ
の
処
遇
上
の
特
質
1

　
1
　
概
　
括

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
わ
が
国
の
成
人
女
子
の
矯
正
施
設
は
、
四
刑
務
所
（
栃
木
、
笠
松
、
和
歌
山
、
麓
）
、
一
女
区
（
札
幌
）
お
よ
び
東
京
婦
人
補
導
院
で
あ
る
が
、

女
性
犯
罪
の
増
加
が
喧
伝
さ
れ
て
い
る
わ
り
に
は
、
施
設
内
処
遇
を
受
け
て
い
る
者
が
少
な
い
こ
と
に
驚
か
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
五
〇
年

版
犯
罪
白
書
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
九
年
度
の
刑
務
所
、
拘
置
所
の
一
臼
平
均
収
容
人
員
は
、
女
子
の
場
合
U
、
〇
三
九
人
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
未

決
拘
留
を
含
む
数
で
あ
つ
て
、
昭
和
四
九
年
度
の
女
子
の
新
受
刑
者
は
四
六
七
名
に
す
ぎ
な
い
し
（
表
ー
1
5
参
照
）
、
補
導
院
入
院
者
も
僅
か
に

　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

二
七
名
に
す
蓉
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
本
調
査
に
こ
た
え
て
く
れ
た
者
は
、
総
計
六
六
〇
名
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
も
と
よ
り
、
受
刑
者
総
数
で

は
な
い
と
し
て
も
、
処
遇
上
調
査
対
象
と
す
る
ご
と
が
著
し
く
不
適
切
、
不
能
と
判
断
さ
れ
た
例
外
的
場
合
を
の
ぞ
き
、
可
能
な
か
ぎ
り
記
入
し

て
も
ら
つ
た
も
の
で
、
そ
の
か
ぎ
ウ
で
、
女
子
受
刑
者
の
意
識
、
実
態
調
査
と
し
て
の
意
味
の
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　
（
1
）
婦
人
補
導
院
は
、
昭
和
三
二
年
の
発
足
当
時
、
東
京
、
大
阪
、
福
岡
の
三
ヵ
所
に
設
け
ら
れ
た
が
、
最
近
の
収
容
者
の
激
減
の
た
め
、
大
阪
婦
人
補
導
院
は
昭
和
四
六
年
三
月

　
　
か
ら
、
福
岡
婦
人
補
導
院
は
昭
和
五
〇
年
四
月
か
ら
当
分
の
間
収
容
業
務
を
停
止
し
、
現
在
業
務
を
継
続
し
て
い
る
の
は
、
東
京
婦
人
補
導
院
だ
け
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
昭
和
五
〇
年
版
犯
罪
白
書
二
〇
八
頁
、
π
ー
％
表
参
照
。

　
前
述
の
よ
う
に
、
こ
の
調
査
は
青
柳
教
授
の
調
査
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
行
な
つ
た
も
の
で
、
こ
こ
で
は
男
子
受
刑
者
の
代
表
と
し
て
中
野
刑
務

所
で
の
調
査
結
果
を
な
ら
べ
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
し
か
し
、
こ
こ
に
掲
載
の
ー
～
1
4
の
表
に
つ
い
て
、
男
性
対
女
性
と
し
て
同
一
次
元
で
単
純



な
比
較
を
し
て
は
な
ら
な
い
。
中
野
刑
務
所
ば
い
わ
ゆ
る
収
容
分
頚
上
A
・
Y
級
で
あ
る
か
ら
、
収
容
者
は
原
則
と
し
て
二
六
歳
未
満
の
成
人
で

（
Y
）
、
犯
罪
傾
向
の
進
ん
で
い
な
い
（
A
）
処
遇
容
易
者
で
刑
期
一
年
以
上
八
年
未
満
の
者
に
限
定
さ
れ
、
し
か
も
調
査
対
象
者
は
ア
ト
ラ
ン

ダ
ム
に
選
ば
れ
た
わ
ず
か
一
〇
二
名
（
男
子
新
受
刑
者
は
毎
年
約
二
万
五
、
六
千
人
、
昭
和
四
九
年
度
は
二
万
五
、
七
二
八
名
で
あ
つ
た
表
1
15
参
照
）
。
し

た
が
つ
て
後
述
の
よ
う
に
、
年
齢
構
成
、
罪
種
（
種
類
お
よ
び
比
率
）
の
点
で
単
純
比
較
が
で
き
な
い
ば
か
り
で
な
く
、
回
答
記
入
に
さ
い
し
て

の
問
題
に
対
す
る
理
解
度
に
か
な
り
隔
り
が
あ
る
。
こ
れ
は
男
女
受
刑
者
の
I
Q
指
数
（
表
ー
16
）
の
示
す
よ
う
に
準
正
常
と
い
わ
れ
る
I
Q
八

○
以
上
が
男
子
五
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
と
く
に
中
野
刑
務
所
の
場
所
は
平
均
値
を
上
ま
わ
つ
て
I
Q
八
○
以
上
が
大
多
数
と
の
こ
と
r
五
〇
年
＝
月
二
〇

日
調
ベ
ー
）
に
対
し
女
子
は
僅
か
に
二
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
記
入
に
際
し
、
職
員
の
懇
切
な
指
導
に
も
か
か
わ
ら
ず
問
題
を

理
解
で
き
な
か
つ
た
者
（
質
間
方
法
に
も
反
省
す
べ
き
点
は
あ
る
が
）
も
多
く
、
と
く
に
共
同
被
告
人
に
関
す
る
質
問
に
つ
い
て
は
、
個
別
的
に
連
絡

の
と
れ
た
笠
松
、
栃
木
両
刑
務
所
以
外
は
、
回
答
を
集
計
、
分
析
す
る
こ
と
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
。
表
ー
9
の
空
欄
は
、
そ
れ
を
あ
ら

わ
し
て
い
る
。

　
そ
の
他
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
各
項
目
は
相
互
に
関
連
し
て
統
一
的
な
意
識
内
容
が
と
ら
え
ら
れ
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
に
も
か
』
わ
ら
ず
記
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

さ
れ
た
回
答
は
意
識
の
分
裂
と
し
か
解
さ
れ
な
い
場
合
も
多
く
、
結
局
ア
ン
ケ
ー
ト
の
相
互
関
連
の
意
味
を
集
計
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ア
ン

ケ
ー
ト
項
目
ご
と
の
単
純
集
計
に
甘
ん
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
つ
た
。
そ
の
意
味
で
本
調
査
の
結
果
と
し
て
表
示
し
た
も
の
は
残
念
乍
ら
曖
昧
因

子
を
一
切
排
除
し
た
、
厳
密
な
統
計
数
値
と
は
い
え
ず
、
し
か
も
前
述
の
よ
う
に
男
子
受
刑
者
一
般
の
調
査
は
ま
だ
な
い
の
で
、
男
女
の
本
来
の

比
較
も
で
き
ず
、
た
か
だ
か
大
体
の
傾
向
を
示
す
程
度
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
（
1
）
　
た
と
え
ば
弁
解
の
認
否
、
自
白
の
有
無
、
と
く
に
否
認
と
事
実
認
定
の
正
誤
、
裁
判
の
公
正
と
の
相
互
関
連
に
お
け
る
矛
盾
回
答
な
ど
。

女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割

四
五

（
四
五
）



　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
　
　
（
四
六
）

　
2
　
個
別
分
析
（
一
）
（
一
般
ー
女
子
受
刑
者
に
見
ら
れ
る
女
性
犯
罪
の
特
質
）

　
2
－
q
b
　
年
齢
と
罪
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
2
1
①
ー
a
　
女
性
犯
罪
が
、
年
齢
分
布
に
お
い
て
中
高
年
層
の
占
め
る
率
が
高
い
こ
と
は
論
証
ず
み
で
あ
る
が
、
こ
の
点
は
表
ー
1
に
明
ら

か
で
あ
り
、
対
象
者
と
四
九
年
度
女
子
新
受
刑
者
に
お
け
る
比
率
は
ほ
父
同
じ
で
あ
る
。
中
野
刑
務
所
の
対
象
者
は
二
六
歳
未
満
で
あ
る
か
ら
比

較
資
料
と
は
な
ら
ず
、
カ
ッ
コ
内
の
昭
和
四
九
年
度
新
受
刑
者
の
年
齢
比
と
比
較
し
て
、
あ
き
ら
か
で
あ
る
。

　
2
1
①
l
b
　
暴
力
犯
が
女
子
に
少
な
い
こ
と
は
む
し
ろ
当
然
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
昭
和
四
九
年
度
女
子
新
受
刑
者
の
比
率
と
対
象
者
（
女
子
）

を
比
較
し
て
み
て
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
窃
盗
、
殺
人
、
特
別
法
犯
で
あ
る
。
窃
盗
お
よ
び
特
別
法
犯
は
新
受
刑
者
が
多
い
の
に
対
し
て
殺
人

犯
は
新
受
刑
者
比
が
男
子
の
そ
れ
（
二
．
七
パ
ー
セ
ソ
ト
）
に
比
べ
て
多
い
と
は
い
つ
て
も
、
三
倍
弱
の
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、

施
設
内
対
象
者
は
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
に
上
る
。
こ
れ
は
刑
期
の
長
短
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
中
谷
・
「
女
性
犯
罪
と
そ
の
刑
事
政
策
」
八
木
正
之
編
刑
事
政
策
原
論
（
昭
五
〇
）
三
六
五
頁
、
昭
和
五
〇
年
版
犯
罪
白
書
八
六
頁
お
よ
び
八
七
頁
I
1
4
3
表
参
照
。

　
2
ー
②
　
入
所
後
経
過
期
間

　
表
ー
2
に
お
い
て
中
野
刑
務
所
に
お
け
る
調
査
対
象
者
が
入
所
後
六
ヵ
月
以
内
が
八
四
・
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
分
類
中
の
者
が
七
七
・
四
五
パ

！
セ
ン
ト
の
高
率
を
示
し
て
い
る
の
は
、
も
つ
ば
ら
中
野
刑
務
所
の
分
類
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機
能
に
よ
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。

　
2
1
⑥
　
犯
罪
動
機

　
犯
罪
動
機
（
表
ー
3
〉
に
お
い
て
は
男
女
別
犯
罪
者
の
個
人
的
関
係
を
明
示
し
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
対
象
者
中
財
産
罪
の
罪
名
の
者

は
合
計
四
四
・
一
九
パ
ー
セ
ン
ト
（
表
1
1
参
照
）
で
あ
る
か
ら
、
犯
罪
動
機
中
利
欲
を
あ
げ
た
者
が
三
八
・
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
と
第
一
位
を
占

め
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
関
連
性
の
強
い
と
認
め
ら
れ
る
家
族
関
係
と
愛
情
関
係
の
合
計
が
利
欲
を
上
ま
わ
る
の
は
極
め
て
注
目
に
価
す
る
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

女
性
犯
罪
の
特
色
の
一
っ
は
被
害
者
を
身
近
に
求
め
、
行
き
ず
り
の
犯
罪
は
少
な
い
こ
と
に
あ
る
が
、
表
1
3
の
犯
罪
動
機
の
分
析
は
ま
さ
に
そ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

の
原
因
を
検
証
す
る
に
充
分
で
あ
る
と
い
え
る
。
犯
罪
女
性
に
と
つ
て
、
家
族
関
係
や
愛
情
関
係
は
常
に
最
大
の
関
心
事
な
の
で
あ
る
。

　
（
1
）
　
》
昌
昌
U
●
oo
日
詳
F
譲
o
B
Φ
昌
ぎ
勺
ユ
¢
o
旨
》
ω
言
α
気
ぎ
℃
の
昌
巴
客
9
げ
o
山
¢
燈
一
溝
N
℃
づ
P
N
ω
～
謡
吟
ρ
℃
o
一
冨
ぎ
↓
ゲ
Φ
O
ユ
彗
ぎ
毘
答
図
o
一
詣
o
ヨ
Φ
P
一
邊
鴇

　
℃
。
一
〇〇．

　
2
1
㈲
罪
の
意
識
調
査
（
表
ー
4
）

　
ア
ン
ケ
ー
ト
番
号
1
－
8
、
a
～
9
の
項
目
に
は
青
柳
教
授
が
木
村
敏
氏
の
「
人
と
人
と
の
間
」
（
弘
文
堂
）
六
四
頁
に
あ
る
罪
の
意
識
の
分
類
を

参
考
に
し
て
作
つ
た
も
の
を
借
用
し
た
。
青
柳
教
授
は
笠
松
刑
務
所
で
の
ア
ン
ヶ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
、
c
が
多
い
の
は
女
性
が
よ
り
家
庭
的
で

年
齢
も
中
野
よ
り
高
い
か
ら
で
あ
ろ
う
と
さ
れ
、
ま
た
f
が
相
当
数
あ
る
の
は
意
思
決
定
の
弱
さ
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
9
は
女
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

ば
か
り
で
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
e
、
f
が
中
野
に
殆
ど
な
く
て
女
子
に
あ
る
程
度
認
め
ら
れ
る
の
は
、
女
性
の
特
性

と
い
う
だ
け
で
な
し
に
、
罪
種
に
も
よ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
、
ぎ
り
く
の
土
壇
場
ま
で
追
い
こ
ま
れ
て
犯
し
た
殺
人
な
ど
は

家
庭
の
平
和
、
自
分
の
将
来
の
た
め
や
む
を
得
な
か
つ
た
と
い
う
正
当
化
の
反
面
、
宗
教
的
な
罪
の
意
識
を
伴
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
野
と
女
子
を
比
べ
て
a
と
C
と
の
順
位
が
逆
転
し
て
い
る
こ
と
、
e
と
9
に
有
意
差
が
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ

る
。

　
（
1
）
青
柳
・
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
八
四
号
一
〇
四
頁
。

　
2
1
⑤
　
受
刑
者
の
出
所
後
の
予
定

　
出
所
後
の
予
定
に
関
す
る
ア
ソ
ケ
ー
ト
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
表
ー
5
で
あ
る
。
中
野
の
調
査
結
果
を
男
子
の
代
表
と
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
は
く
り
か
え
し
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
こ
こ
で
も
単
純
な
男
女
比
と
し
て
論
じ
る
わ
け
に
い
か
な
い
が
、
女
子
の
場
合
家
族

の
も
と
に
帰
る
予
定
の
者
は
和
歌
山
が
最
高
で
約
八
一
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
、
最
低
が
栃
木
で
約
六
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
均
七
三
パ
ー
セ
ン
ト
強
で
、
中

野
よ
り
は
か
な
り
低
く
、
そ
れ
だ
け
保
護
会
を
頼
ろ
う
と
し
て
い
る
者
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
、
こ
れ
は
、
愛
情
関
係
や
家
族
関
係
に
犯
罪

　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
　
　
（
四
七
）



　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
　
　
（
四
八
）

原
因
が
あ
る
と
す
る
者
a
多
い
（
表
1
3
）
女
子
受
刑
者
の
場
合
、
犯
行
に
よ
つ
て
家
庭
が
破
壊
さ
れ
、
帰
る
べ
き
家
庭
を
失
い
ま
た
は
長
期
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

科
刑
を
理
由
に
既
婚
者
は
夫
に
離
別
さ
れ
る
場
合
も
少
な
く
な
い
（
男
子
受
刑
者
の
場
合
は
、
家
族
と
く
に
妻
は
夫
の
出
所
ま
で
待
つ
が
、
夫
が
妻
を
待
つ

例
は
少
な
い
）
こ
と
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
出
所
後
仕
事
あ
り
と
答
え
た
者
が
女
子
の
平
均
で
六
三
・
六
四
パ
ー
セ
ン
ト
あ
る
と
い
う
数
値
は
、
昭
和
四
九
年
度
女
子
新
受
刑
者
の
犯
時
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

職
者
が
三
一
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
つ
た
こ
と
と
対
比
し
て
理
解
し
難
い
。
施
設
内
で
職
業
訓
練
の
成
果
が
上
つ
て
い
る
と
し
て
も
犯
行
時
と
出

所
時
で
二
倍
以
上
の
開
き
を
生
じ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
有
職
者
率
は
正
式
に
職
業
に
つ
い
て
い
た
者
の
比
率
で
あ
る
の
に
対
し
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
答
え
は
ア
ル
バ
イ
ト
的
な
も
の
を
含
む
の
で
あ
ろ
う
。

　
（
1
）
　
こ
れ
は
中
谷
が
女
性
犯
罪
と
刑
の
量
定
に
関
す
る
研
究
に
際
し
、
昭
和
四
〇
年
か
ら
四
一
年
に
か
け
て
全
国
女
子
刑
務
所
を
訪
問
し
て
分
類
課
の
受
刑
者
身
分
帳
を
調
査
し
た

　
結
果
に
ょ
る
。

　
（
2
）
　
昭
和
五
〇
年
版
犯
罪
白
書
鴫
七
六
頁
皿
f
4
9
表
参
照
。

　
3
　
個
別
分
析
（
二
）
（
手
続
過
程
ー
処
遇
上
の
特
徴
）

　
3
ー
①
　
逮
捕
、
起
訴
の
手
続
（
表
t
6
）

　
逮
捕
に
つ
い
て
は
中
野
の
場
合
、
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
強
が
逮
捕
状
に
よ
る
逮
捕
で
、
現
行
犯
逮
捕
の
倍
以
上
と
な
つ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
女

子
の
場
合
は
平
均
し
て
い
ず
れ
も
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
、
逮
捕
さ
れ
ず
（
c
）
が
女
子
は
中
野
の
倍
以
上
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

（
c
）
の
数
が
多
い
の
は
一
つ
に
は
女
性
犯
罪
は
自
首
の
多
い
こ
と
と
も
関
連
が
あ
ろ
う
。

　
3
1
の
　
弁
解
の
聴
取

　
捜
査
官
が
弁
解
を
よ
く
聴
い
て
く
れ
た
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
女
子
の
場
合
殆
ど
聴
い
て
く
れ
な
か
つ
た
と
す
る
の
は
僅
か
に
一
三
パ
ー
セ

ン
ト
強
で
、
三
一
パ
ー
セ
ン
ト
強
の
中
野
よ
り
も
遥
に
少
な
い
の
は
、
起
訴
率
（
昭
和
四
九
年
度
起
訴
率
は
、
女
性
四
三
・
七
パ
ー
セ
ソ
ト
に
対
し
て
男

性
は
六
三
・
七
パ
ー
セ
ソ
ト
で
あ
る
。
昭
和
五
〇
年
版
犯
罪
白
書
八
五
頁
I
f
4
1
表
参
照
）
、
起
訴
猶
予
率
（
同
じ
く
女
性
五
三
・
四
バ
ー
セ
ソ
ト
、
男
篁
三
・
四



バ
ー
セ
ン
ト
、
前
掲
犯
罪
白
書
に
よ
る
）
と
も
関
連
、
対
応
す
る
も
の
で
、
執
行
猶
予
率
（
昭
和
四
八
年
度
の
そ
れ
は
女
性
七
五
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
、
男
性

五
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
前
掲
犯
罪
白
書
八
六
頁
I
1
4
2
表
参
照
）
と
共
に
、
司
法
手
続
の
過
程
を
通
じ
て
女
性
は
寛
大
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
を

示
す
も
の
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
、
こ
の
点
は
起
訴
に
際
し
て
、
身
柄
不
拘
束
の
ま
ま
起
訴
さ
れ
た
者
が
、
女
子
の
場
合
、
A
・
Y
級
の
中
野

よ
り
も
多
い
点
に
も
共
通
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
が
、
反
面
、
そ
れ
は
女
性
な
る
が
故
に
と
い
う
形
式
、
外
形
上
の
理
由
だ
け
に
よ
る
の
で
は
な

く
、
犯
行
動
機
、
犯
罪
手
段
、
な
ら
び
に
本
人
の
従
順
さ
と
い
つ
た
実
質
面
で
の
女
性
犯
罪
の
特
性
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
今
一

っ
注
意
す
べ
き
は
、
こ
の
種
の
手
続
面
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
な
る
と
「
無
回
答
」
が
中
野
に
比
べ
、
女
子
に
多
い
こ
と
で
あ
る
。

　
3
1
⑥
　
黙
秘
権
・
自
白

　
表
ー
7
は
捜
査
段
階
か
ら
公
判
に
わ
た
る
黙
秘
権
、
自
白
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
で
あ
る
。

　
3
1
⑥
l
a
　
黙
秘
権
を
知
つ
て
い
る
者
は
中
野
で
は
ほ
父
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
達
し
て
い
る
の
に
、
女
子
の
平
均
で
は
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
を

わ
る
。
知
ら
な
い
と
答
え
た
者
の
比
率
は
中
野
と
あ
ま
り
変
ら
な
い
も
の
の
．
「
無
回
答
」
が
約
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
及
ぶ
。
知
ら
な
い
と
答
え
た

者
の
比
率
は
、
施
設
ご
と
に
五
・
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
和
歌
山
）
か
ら
一
八
飢
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
（
笠
松
）
ま
で
か
な
り
の
較
差
が
認
め
ら
れ
る
が
、

「
無
回
答
」
比
も
マ
六
一
パ
ー
セ
ン
ト
（
笠
松
）
か
ら
二
五
・
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
（
札
幌
）
ま
で
の
き
わ
だ
つ
た
較
差
が
あ
り
、
．
し
か
も
札
幌
を
例
外

と
し
て
、
四
刑
務
所
で
は
、
両
者
の
合
計
が
ほ
父
等
し
い
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
で
あ
る
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
無
回
答
の
な
か
に
は
記
入
も
れ
、

の
あ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
大
多
数
は
黙
秘
権
と
い
う
も
の
を
知
ら
な
い
場
合
で
あ
る
と
解
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
に
解
し
て
誤

り
な
い
と
す
れ
ば
、
さ
ら
に
、
施
設
内
処
遇
の
女
性
犯
罪
者
の
知
能
の
低
さ
が
原
因
で
黙
秘
権
を
知
ら
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
知
能
度
と
い
う
よ

り
は
女
性
の
｝
般
的
な
社
会
的
無
関
心
な
い
し
権
利
意
識
の
稀
薄
さ
に
由
来
す
る
の
か
、
間
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
調
査
か
ら
判
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。

　
3
i
③
ー
b
　
自
日
が
証
拠
の
女
王
と
さ
れ
た
時
代
は
す
で
に
遠
い
過
去
の
こ
と
で
、
今
日
で
は
、
自
白
が
唯
一
の
証
拠
と
し
て
有
罪
と
さ
れ
、

　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
　
　
（
四
九
）



　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
謁
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
　
　
（
五
〇
）

刑
罰
を
科
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
と
憲
法
に
規
定
さ
れ
て
い
る
（
憲
三
八
条
）
も
の
の
、
自
白
は
捜
査
の
端
緒
を
開
き
、
有
罪
判
決
に
至
る
の
に

決
定
的
な
役
割
を
果
す
こ
と
に
そ
う
変
り
は
な
い
。
こ
の
調
査
で
知
る
か
ぎ
り
、
自
白
し
た
者
は
、
全
部
自
白
し
だ
者
だ
け
で
八
六
パ
ー
セ
ン

ト
強
、
一
部
自
白
を
含
め
る
と
九
四
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
に
も
上
り
、
自
白
し
な
い
者
は
僅
か
数
パ
ー
セ
ン
ト
、
し
か
も
中
野
と
女
子
の
平
均
に
殆

ど
差
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
白
の
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
警
察
段
階
で
い
ち
早
く
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
単
に
自

白
者
内
の
比
率
だ
け
で
な
く
総
数
比
で
も
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
あ
る
）
、
自
白
原
因
も
㈹
価
に
や
や
顕
著
な
差
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
男
女
犯
罪
に

お
け
る
共
犯
率
、
累
犯
率
と
も
関
連
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
他
の
ω
～
ω
ま
で
の
自
白
原
因
に
つ
い
て
は
、
中
野
と
女
子
の
平
均
と
で
殆
ど

較
差
は
な
い
。
青
柳
教
授
の
前
掲
の
昭
和
四
三
年
の
中
野
刑
務
所
で
の
調
査
で
は
懲
役
囚
、
禁
鋼
囚
合
計
五
四
二
名
中
警
察
署
で
自
白
し
た
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

は
全
部
目
白
、
一
部
自
白
を
併
せ
て
四
六
五
名
で
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
、
む
し
ろ
警
察
で
の
自
白
率
は
上
昇
し
た
と
い
え
る
。
青
柳
教
授
が

ヨ
ン
パ
ル
ト
講
師
を
通
じ
て
H
・
ウ
ェ
ル
ツ
ェ
ル
教
授
そ
の
他
の
協
力
を
得
て
、
西
ド
イ
ッ
ハ
メ
ル
ン
少
年
刑
務
所
の
受
刑
者
三
三
四
名
中
一
〇

一
名
に
つ
い
て
調
査
さ
れ
た
結
果
で
は
、
自
白
は
警
察
段
階
で
一
部
自
白
を
含
め
る
と
す
で
に
一
〇
一
名
中
、
九
二
名
、
九
一
パ
ー
セ
ソ
ト
で
、
否

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

認
は
七
名
で
O
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
調
査
対
象
が
少
年
で
あ
る
か
ら
、
勿
論
単
純
比
較
は
で
き
な
い
が
、

　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

自
白
率
で
彼
我
に
そ
れ
ほ
ど
有
意
差
が
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
青
柳
教
授
の
引
用
さ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
ア
レ
イ
ン
メ
ン
ト
有
罪
率
も
、
徹
底

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

し
た
当
事
考
主
義
訴
訟
構
造
の
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
、
時
と
し
て
ア
レ
イ
ン
メ
ン
ト
が
取
引
に
供
さ
れ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
わ
が
国
流
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ

白
と
同
次
元
で
は
比
較
し
難
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
つ
て
、
国
民
性
か
ら
自
白
率
を
推
計
す
る
こ
と
は
、
あ
る
い
は
可
能
で
あ
つ
て
も
、
国

際
的
に
、
自
白
率
を
厳
密
に
比
較
す
る
資
料
は
現
在
の
と
こ
ろ
ま
だ
整
つ
て
は
い
な
い
。
む
し
ろ
注
目
す
べ
き
は
自
白
の
原
因
で
、
改
心
と
被
害

者
に
申
訳
な
い
か
ら
の
二
っ
が
ズ
バ
ぬ
け
て
多
く
、
証
拠
を
つ
き
つ
け
ら
れ
る
と
か
、
共
犯
者
の
自
供
な
ど
外
部
的
客
観
的
な
原
因
に
よ
つ
て
決
定

づ
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
主
観
的
、
主
体
的
か
つ
積
極
的
な
原
因
に
ょ
る
も
の
が
多
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
（
1
）
青
柳
・
「
受
刑
者
か
ら
見
た
刑
事
手
続
e
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
〇
一
号
（
昭
和
四
三
年
七
月
一
日
）
、
の
ち
に
続
犯
罪
と
わ
が
国
民
性
（
昭
和
四
八
年
）
二
七
九
頁
。



　
（
2
）
青
柳
・
「
受
刑
者
か
ら
見
た
刑
事
手
続
⇔
ー
西
ド
イ
ッ
受
刑
者
と
の
比
較
ー
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
四
〇
二
号
（
昭
和
四
三
年
七
月
一
五
日
）
の
ち
に
続
犯
罪
と
わ
が
国
民
性
二
九
八

　
　
頁
。

　
（
3
）
　
青
柳
・
前
掲
続
犯
罪
と
わ
が
国
民
性
二
九
四
頁
参
照
。

　
（
4
）
　
た
と
え
ば
有
名
な
マ
ー
チ
ン
・
L
・
キ
ン
グ
牧
師
殺
害
事
件
に
お
け
る
被
告
人
レ
イ
の
有
罪
答
弁
も
、
そ
れ
を
し
な
け
れ
ば
電
気
椅
子
に
か
け
ら
れ
る
と
信
じ
て
な
さ
れ
た
も

　
　
の
と
い
う
。
佐
藤
欣
子
・
取
引
の
社
会
、
ア
メ
リ
カ
の
刑
事
司
法
（
昭
和
四
九
年
）
五
六
頁
以
下
参
照
。

　
3
i
㈲
　
事
実
認
定
・
量
刑

　
表
1
8
は
第
一
審
に
お
け
る
事
実
認
定
と
量
刑
に
関
す
る
集
計
結
果
を
表
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
3
ー
ω
I
a
　
　
裁
判
に
お
け
る
事
実
認
定
に
つ
い
て
、
全
部
正
し
い
と
し
た
者
は
、
麓
、
笠
松
の
よ
う
に
ほ
父
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
の
ぼ
る

高
率
の
も
の
も
あ
る
が
平
均
す
る
と
よ
う
や
く
半
数
で
あ
る
が
、
一
部
誤
つ
て
い
る
と
い
う
回
答
は
、
大
た
い
に
お
い
て
正
し
い
と
い
う
意
味
で

あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
、
両
者
を
合
算
す
れ
ば
、
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
に
な
る
。
全
部
誤
つ
て
い
る
と
答
え
た
者
は
、
栃

木
の
一
〇
名
が
目
立
つ
が
、
そ
れ
以
外
は
極
め
て
少
な
く
、
大
部
分
誤
つ
て
い
る
と
答
え
た
者
を
含
め
て
約
六
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
る
。
こ
れ

を
青
柳
教
授
の
前
掲
四
三
年
調
査
と
比
較
す
る
と
、
後
者
で
は
懲
役
、
禁
鋼
受
刑
者
調
査
対
象
総
数
五
四
二
名
中
、
全
部
正
当
と
し
た
者
は
二
八
七

名
で
約
五
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
一
部
誤
り
と
し
た
者
は
計
二
一
九
名
で
約
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
部
誤
り
お
よ
び
大
部
分
誤
り
と
し
た
者
は
、
合
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

二
六
名
で
四
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
つ
た
。
中
野
刑
務
所
で
の
調
査
は
、
四
三
年
と
四
九
年
と
で
全
部
正
し
い
と
し
た
者
と
一
部
誤
つ
て
い
る
と
し

た
者
の
比
率
が
逆
転
し
て
い
る
が
、
ト
ー
タ
ル
に
お
い
て
ほ
父
同
じ
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
子
の
平
均
で
は
そ
れ
を
下
ま
わ
つ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
無
回
答
比
が
和
歌
山
の
ほ
父
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
最
高
と
し
て
平
均
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
を
こ
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
考

慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
父
全
部
誤
り
、
お
よ
び
大
部
分
誤
り
と
し
た
者
が
四
三
年
調
査
で
は
五
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
あ
つ
た
の
が
、
四
九
年
中

野
で
六
・
八
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
子
の
平
均
で
六
バ
ー
セ
ン
ト
と
い
く
ら
か
高
率
に
な
つ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
（
1
）
　
青
柳
・
前
掲
書
二
七
八
頁
参
照
。

　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
　
　
（
五
一
）



　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
〈
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
　
　
（
五
二
）

　
3
1
ω
I
b
　
　
青
柳
教
授
は
、
事
実
認
定
に
つ
い
て
全
部
正
し
い
と
答
え
た
者
の
大
多
数
は
、
弁
解
を
よ
く
聴
い
て
く
れ
た
か
大
体
聴
い
て
く

れ
た
と
答
え
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
「
被
凝
者
、
被
告
人
の
言
い
分
を
聴
い
て
や
る
こ
と
が
、
事
実
の
認
定
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
し
て
お
ら
れ
る
（
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
八
四
号
一
〇
四
頁
）
。
N
1
9
の
質
間
は
こ
れ
に
関
す
る
。

　
裁
判
所
で
被
告
人
自
身
が
満
足
で
き
る
ほ
ど
充
分
発
言
で
き
た
と
し
た
も
の
は
中
野
で
約
四
分
の
一
、
女
子
の
平
均
で
は
四
分
の
一
に
満
た
な

い
。
約
半
数
の
者
は
い
い
た
い
こ
と
も
い
え
ず
に
終
つ
て
い
る
が
、
弁
護
人
が
代
弁
し
て
く
れ
た
と
す
る
者
が
女
子
の
場
合
は
過
半
数
で
、
弁
護

人
も
い
つ
て
く
れ
な
か
つ
た
と
い
う
者
は
、
中
野
で
約
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
札
幌
、
麓
で
も
ほ
父
こ
れ
に
匹
敵
す
る
数
値
を
示
す
が
、
そ
れ
以
外

は
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
に
満
た
ず
、
施
設
間
に
バ
ラ
つ
き
が
見
ら
れ
、
最
低
の
栃
木
（
五
・
八
三
パ
ー
セ
ン
ト
）
と
最
高
の
札
幌
（
二
七
・
六
六
パ
ー
セ

ン
ト
）
と
で
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
の
差
が
あ
る
。
し
か
し
ζ
れ
は
、
必
ず
し
も
有
意
差
と
は
認
め
ら
れ
な
い
（
表
1
1
2
参
照
〉
。

　
3
ー
④
1
c
　
　
ア
ン
ケ
ー
ト
番
号
皿
は
量
刑
に
関
す
る
。
量
刑
は
被
告
人
（
受
刑
者
）
に
と
つ
て
、
最
大
の
関
心
事
の
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
も
予
期
以
上
に
無
回
答
が
多
か
つ
た
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
量
刑
が
重
す
ぎ
る
と
し
た
者
が
、
中
野
で
は
懲
役
囚
の
場
合
四
三
年
調
査

も
四
九
年
調
査
も
と
も
に
約
四
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
り
（
禁
鋼
囚
の
場
合
は
約
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
、
西
ド
イ
ッ
の
そ
れ
も
（
不
明
を
計
算
に
入
れ
て
も
）

五
一
・
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
高
率
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
女
子
の
平
均
比
率
は
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
で
、
か
な
り
下
ま
わ
る
こ
と
、
お
よ
び
、

反
対
に
軽
い
と
す
る
も
の
が
男
子
の
場
合
数
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ず
、
と
く
に
中
野
四
九
年
調
査
お
よ
び
西
ド
イ
ッ
の
少
年
の
場
合
…
パ
ー
セ
ン

ト
に
も
満
た
な
い
（
青
柳
・
前
掲
書
二
九
九
頁
に
は
一
パ
ー
セ
ン
ト
と
あ
る
が
こ
の
場
合
も
不
明
を
加
算
す
る
と
○
・
九
九
パ
ー
セ
ソ
ト
に
と
ど
ま
る
）
の
に
対

し
、
女
子
の
場
合
は
最
低
で
も
八
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
、
最
高
は
一
七
・
〇
ニ
パ
ー
セ
ン
ド
に
至
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
皿
1
2
で
は
無
期
ま
た

は
死
刑
と
い
う
最
高
刑
を
相
当
と
す
る
者
さ
え
栃
木
と
和
歌
山
に
各
一
あ
る
。
刑
が
重
す
ぎ
る
、
と
く
に
実
刑
で
は
重
す
ぎ
て
、
執
行
猶
予
を
相

当
と
す
る
者
は
総
数
比
で
中
野
が
約
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
て
女
子
の
平
均
は
九
・
〇
九
パ
ー
セ
ソ
ト
で
半
数
で
あ
り
、
量
刑
不
当

と
回
答
し
た
者
の
内
数
比
で
は
中
野
の
四
二
・
○
八
バ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
女
子
の
平
均
は
一
八
・
四
六
。
ハ
ー
セ
ソ
ト
と
き
わ
立
つ
て
少
な
い
の
も



特
徴
的
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
女
子
の
受
刑
者
は
、
高
率
の
起
訴
猶
予
率
、
執
行
猶
予
率
の
間
を
ぬ
つ
て
え
ら
ば
れ
た
い
わ
ば
え
り
ぬ
き
の
犯
罪
者

で
あ
る
か
ら
、
中
野
刑
務
所
の
受
刑
者
と
は
同
一
に
論
ぜ
ら
れ
な
い
と
し
て
も
、
量
刑
に
際
し
て
の
参
考
に
な
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
3
1
ω
I
d
　
　
女
性
犯
罪
の
情
状
に
つ
い
て
は
、
と
く
に
女
性
固
有
の
生
理
が
酌
量
事
情
と
し
て
主
張
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ア
ン
ケ
ー
ト

番
号
皿
ー
3
は
生
理
事
情
を
問
い
、
同
4
は
そ
の
主
張
が
量
刑
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
た
か
ど
う
か
を
問
う
も
の
で
あ
つ
た
。
設
問
に
あ
た
つ
て

は
、
単
に
生
理
だ
け
で
な
く
、
妊
娠
、
妊
娠
中
絶
等
も
女
性
の
精
神
状
態
に
影
響
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
そ
の
点
も
併
せ
間
う
こ
と
に
し

た
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
生
理
的
に
特
記
す
べ
き
も
の
と
記
入
し
た
も
の
は
五
施
設
合
計
三
二
名
で
、
調
査
対
象
総
数
の
四
七
パ
ー
セ
ン

ト
に
達
し
た
。
そ
し
て
そ
れ
ら
の
生
理
的
条
件
が
量
刑
に
際
し
て
考
慮
さ
れ
た
者
が
七
七
名
で
総
数
に
対
し
約
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
生
理
的
条
件

を
主
張
し
た
者
全
体
の
約
二
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
全
く
考
慮
さ
れ
な
か
つ
た
者
の
方
が
多
く
て
、
合
計
二
六
で
総
数
比
一
七
・
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
、

主
張
者
内
数
比
三
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
つ
ま
り
女
子
受
刑
者
の
約
半
数
は
女
と
し
て
の
身
体
的
条
件
を
活
用
、
主
張
し
、
そ
の
う
ち
四
分
の

一
は
量
刑
上
も
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
3
1
㈲
　
証
人
の
証
言
お
よ
び
共
同
被
告
人
の
供
述
の
真
偽

　
証
人
の
証
言
お
よ
び
共
同
被
告
人
の
有
無
お
よ
び
そ
れ
ら
が
真
実
を
述
べ
た
か
ど
う
か
は
事
実
認
定
に
も
影
響
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
と
く
に

宣
誓
の
保
障
や
反
対
尋
間
の
吟
味
の
有
無
等
の
差
に
よ
り
供
述
内
容
の
真
偽
に
差
が
あ
れ
ば
、
と
く
に
共
同
被
告
人
に
つ
い
て
弁
論
の
分
離
も
必

要
と
な
る
わ
け
で
、
そ
の
点
を
検
証
し
ょ
う
と
す
る
の
が
ア
ン
ケ
ー
ト
番
号
W
－
7
お
よ
び
8
で
あ
り
、
そ
れ
を
集
計
し
た
も
の
が
表
1
9
で
あ

る
。　

3
i
⑤
ー
a
　
　
証
人
尋
問
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
過
半
数
が
有
と
答
え
、
ま
た
証
言
内
容
の
真
実
性
に
つ
い
て
は
中
野
で
も
女
子
の
平
均
で

も
七
〇
バ
ー
セ
ン
ト
以
上
が
真
実
を
述
べ
た
と
し
て
い
る
。
こ
の
調
査
で
も
「
無
回
答
」
は
女
子
に
多
く
、
と
く
に
札
幌
に
多
い
が
、
反
対
尋

間
の
項
目
は
、
一
般
受
刑
者
に
は
と
く
に
理
解
が
困
難
で
あ
つ
た
ら
し
く
、
札
幌
に
い
た
つ
て
は
九
四
バ
ー
セ
ン
ト
が
「
無
回
答
」
で
、

殆
ど

　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
　
　
（
五
三
）



　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
　
　
（
五
四
）

ア
ン
ケ
ー
ト
の
意
味
を
な
さ
な
い
。
共
同
被
告
人
に
関
す
る
調
査
は
、
共
同
被
告
人
と
共
犯
者
と
の
混
同
な
ど
が
見
ら
れ
、
結
果
に
つ
い
て
の

信
愚
性
を
保
証
し
え
な
か
つ
た
た
め
、
笠
松
と
栃
木
の
分
の
集
計
に
と
ど
め
た
こ
と
は
三
1
1
に
既
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の
両
刑
務
所
と
中

野
刑
務
所
の
分
と
を
比
較
す
る
と
、
証
人
の
証
言
の
真
偽
と
共
同
被
告
人
の
供
述
の
真
偽
に
対
す
る
回
答
に
は
一
応
、
三
刑
務
所
に
共
通
し
て
前

者
は
真
実
と
す
る
も
の
七
〇
な
い
し
七
六
パ
ー
セ
ン
ト
、
虚
偽
を
述
べ
た
と
す
る
者
一
四
な
い
し
一
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
後
者
は
真
実
が
五
七
・
五

な
い
し
六
三
パ
ー
セ
ン
ト
、
虚
儒
二
六
な
い
し
三
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
共
同
被
告
人
の
供
述
の
方
に
虚
爲
が
多
い
こ
と
に
な
る
。
も
つ
と
も
、
青
柳

教
授
は
、
四
三
年
の
調
査
を
分
析
し
て
、
共
同
被
告
人
の
供
述
の
真
偽
に
つ
い
て
は
「
証
人
の
証
言
と
く
ら
べ
て
虚
偲
が
多
い
と
い
う
こ
と
は

い
え
な
い
。
」
（
青
柳
・
前
掲
書
二
九
二
頁
）
と
し
て
お
ら
れ
る
が
、
四
三
年
調
査
に
つ
い
て
も
今
回
の
調
査
集
計
と
同
一
条
件
で
、
つ
ま
り
情
状
証
人

（
公
判
廷
で
被
告
人
が
自
白
し
て
い
る
場
合
）
と
犯
罪
事
実
の
証
人
（
少
な
く
と
も
一
部
事
実
を
争
つ
て
い
る
被
告
人
に
関
す
る
証
人
）
と
を
区
別
し
な
い
で

証
人
尋
間
に
関
す
る
ア
ン
ヶ
ー
ト
を
分
析
し
直
し
て
み
る
と
、
証
人
尋
間
が
行
な
わ
れ
た
と
い
う
懲
役
囚
一
七
四
名
中
証
人
は
正
直
だ
つ
た
と
す

る
も
の
が
合
計
一
二
〇
名
で
六
〇
・
九
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
嘘
を
い
つ
た
と
す
る
も
の
四
四
名
で
二
五
・
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
禁
鋼
囚
の
場
合
は
同

様
に
し
て
一
五
八
名
中
証
人
が
正
直
で
あ
つ
た
と
す
る
も
の
一
一
七
名
で
七
四
・
〇
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
嘘
を
い
つ
た
と
す
る
も
の
一
三
名
で
一

九
」
六
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
平
均
七
一
・
三
九
パ
ー
セ
ン
ト
対
二
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
の
に
対
し
、
共
同
被
告
人
の
供
述
に
つ
い
て
は
、
懲
役

囚
で
は
、
共
同
被
告
人
が
あ
つ
た
者
二
八
名
中
、
共
同
被
告
人
が
真
実
を
述
べ
た
と
す
る
者
八
一
名
で
六
九
・
四
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
真
実
を
述

べ
な
か
つ
た
と
す
る
も
の
三
〇
・
五
一
パ
ー
セ
ン
ト
、
禁
鋼
囚
の
場
合
六
四
・
二
九
パ
ー
セ
ン
ト
対
三
五
・
九
一
パ
ー
セ
ソ
ト
で
、
平
均
六
八
・

九
四
パ
ー
セ
ン
ト
対
三
一
・
〇
六
バ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
か
ら
、
や
は
り
証
人
の
証
言
の
方
が
や
や
信
頼
度
が
高
い
と
い
え
な
く
も
な
い
が
、
有
意
差

が
認
め
ら
れ
る
ほ
ど
の
差
が
あ
る
と
は
い
え
ず
、
ま
た
設
間
、
記
入
方
法
に
も
問
題
が
あ
つ
た
の
で
、
さ
ら
に
別
の
機
会
に
調
査
検
討
す
る
こ
と

と
し
、
さ
し
あ
た
つ
て
は
即
断
を
さ
け
た
い
。

　
3
1
⑯
　
上
訴
の
手
続



　
表
ー
1
0
は
、
上
訴
の
手
続
と
そ
の
結
果
に
関
す
る
集
計
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
女
子
受
刑
者
の
う
ち
約
八
○
パ
ー
セ
ン
ト
は
第
一
審
で
裁

判
が
確
定
し
た
者
で
あ
り
、
被
告
人
控
訴
は
一
七
・
一
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
、
検
察
官
控
訴
が
二
・
五
八
パ
ー
セ
y
ト
（
合
計
二
二
〇
名
）
で
、
そ
の
成
り

行
き
は
、
控
訴
棄
却
が
過
半
数
で
、
原
判
決
破
棄
は
二
三
・
○
八
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。
第
二
審
で
確
定
し
た
の
は
七
三
名
で
、
残
り
の
五
四
名

は
被
告
人
が
上
告
し
、
他
に
検
察
官
に
よ
つ
て
三
名
に
つ
い
て
、
上
告
さ
れ
、
う
ち
四
七
件
（
八
二
・
四
六
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
上
告
棄
却
、
四
件
が

原
判
棄
破
棄
と
な
つ
て
い
る
。
中
野
四
三
年
調
査
で
は
第
一
審
で
確
定
の
も
の
が
懲
役
囚
三
〇
七
名
中
哺
八
一
名
で
五
八
・
九
六
パ
ー
セ
ン
ト
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

禁
鋼
囚
二
三
五
名
中
一
〇
〇
名
で
四
二
・
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
つ
た
の
と
比
較
す
る
と
女
子
の
場
合
、
費
用
と
時
間
を
か
け
て
争
う
こ
と
を
諦

め
て
服
役
す
る
率
は
男
子
よ
り
も
か
な
り
高
い
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
女
性
の
社
会
～
経
済
的
地
位
や
法
服
従
性
の
故
に
あ
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
ヤ
　
　
　
ヤ

争
お
う
と
し
な
い
こ
と
の
ほ
か
、
起
訴
や
刑
の
執
行
に
至
る
ま
で
の
処
遇
が
女
性
の
場
合
、
結
果
的
に
寛
大
で
あ
る
た
め
に
、
実
刑
を
言
い
渡
さ

れ
た
者
は
、
多
く
は
そ
の
判
決
を
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
納
得
す
る
場
合
が
多
い
こ
と
も
与
つ
て
力
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
（
1
）
　
青
柳
・
前
掲
書
二
九
二
頁
参
照
。

　
3
ー
ω
　
全
体
と
し
て
の
手
続
の
公
正
・
迅
速
性

　
全
体
と
し
て
、
裁
判
手
続
は
公
正
に
行
な
わ
れ
た
か
ど
う
か
（
I
1
9
）
、
迅
速
性
は
ど
う
で
あ
つ
た
か
（
W
1
1
1
）
、
刑
の
執
行
ま
で
の
期
間

（
W
i
1
2
）
に
つ
い
て
の
ア
ン
ヶ
ー
ト
結
果
を
ま
と
め
た
の
が
表
l
U
で
あ
る
。
裁
判
の
公
正
、
人
権
の
尊
重
に
つ
い
て
は
、
女
子
の
場
合
概
し

て
妥
当
と
認
め
、
不
満
が
少
な
い
と
い
う
結
果
で
あ
り
、
裁
判
の
遅
速
性
に
つ
い
て
は
、
過
半
数
は
起
訴
後
三
ヵ
月
以
内
に
判
決
の
言
渡
を
受
け

て
お
り
、
一
年
を
こ
え
る
も
の
は
、
中
野
で
僅
か
に
四
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
（
四
人
）
、
女
子
で
も
平
均
七
パ
ー
セ
ン
ト
未
満
に
す
ぎ
な
い
こ
と
は
、

む
し
ろ
意
外
で
あ
つ
た
。
こ
れ
に
反
し
て
、
執
行
ま
で
の
期
間
が
三
ヵ
月
以
内
と
答
え
た
者
が
中
野
で
は
大
多
数
で
あ
つ
た
の
に
対
し
て
女
子
の
比

率
は
そ
れ
よ
り
か
な
り
下
ま
わ
り
、
　
一
年
以
上
経
過
し
て
か
ら
執
行
さ
れ
た
も
の
が
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
も
あ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ

は
、
女
子
の
場
合
生
理
的
、
，
家
庭
的
事
情
（
出
産
、
育
児
そ
の
他
）
を
考
慮
し
て
検
察
官
が
執
行
の
指
揮
を
遅
ら
せ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
、
執
行
時

　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
　
　
（
五
五
）



　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
　
　
（
五
六
）

に
在
宅
者
率
が
高
い
こ
と
に
対
応
し
て
そ
れ
だ
け
執
行
が
お
く
れ
が
ち
に
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
。

　
3
ー
⑧
　
弁
護
人
の
選
任
・
活
動

　
3
ー
⑧
l
a
　
　
表
1
1
2
は
弁
護
人
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
で
あ
る
。
捜
査
段
階
に
お
け
る
弁
護
人
の
活
動
は
、
接
見
交
通
を
通
じ
て

行
な
わ
れ
る
は
ず
で
あ
り
、
弁
護
人
に
対
す
る
不
満
の
理
由
と
し
て
面
会
に
来
て
く
れ
な
い
と
す
る
の
も
か
な
り
の
比
率
（
中
野
、
女
子
平
均
と
も

三
七
パ
ー
セ
ソ
ト
強
）
を
占
め
る
が
、
中
野
で
は
三
回
以
下
が
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
、
と
く
に
．
一
回
か
ぎ
り
と
い
う
の
が
最
も
多
く
、
面
会
に

来
て
く
れ
な
い
と
い
う
不
満
が
裏
づ
け
ら
れ
て
い
る
が
女
子
の
場
合
は
無
回
答
の
比
率
が
高
い
た
め
、
中
野
ほ
ど
明
確
な
数
値
は
得
ら
れ
な
い
。

た
三
二
回
以
下
が
比
較
的
多
数
で
、
四
～
六
回
は
減
少
し
、
七
回
以
上
が
ま
た
上
昇
し
て
い
る
。
接
見
時
間
に
つ
い
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
女
子

の
方
が
長
く
な
り
が
ち
な
こ
と
で
、
こ
れ
は
、
女
子
の
場
合
感
情
的
で
分
析
力
に
劣
り
し
か
も
饒
舌
な
傾
向
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
3
1
⑧
ー
b
　
　
弁
護
人
が
私
選
か
国
選
か
は
、
第
一
審
で
は
中
野
・
女
子
を
通
じ
て
ほ
父
半
数
で
あ
る
が
、
第
二
審
で
は
、
私
選
の
比
率
が

圧
倒
的
に
高
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
満
足
度
は
一
、
二
審
を
通
じ
て
大
差
の
な
い
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
な
お
、
女
子
の
場
合
、
弁
護
人
の
活
動
に

満
足
し
て
い
る
者
が
一
、
二
審
を
通
じ
て
ほ
父
五
五
パ
ー
セ
ン
ト
、
不
満
と
し
て
い
る
者
が
同
様
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
弱
で
、
満
足
し
て
い
る
者
が

過
半
数
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
中
野
で
は
逆
で
、
こ
と
に
二
審
で
の
弁
護
人
に
対
す
る
不
満
を
訴
え
て
い
る
者
は
満
足
し
て
い
為
者
の
ほ
父
二
倍
で

あ
る
。
さ
ら
に
交
通
事
故
禁
鋼
受
刑
者
に
な
る
と
私
選
弁
護
人
で
も
不
満
は
満
足
の
二
倍
、
国
選
弁
護
人
の
場
合
は
三
倍
以
上
と
不
満
が
ふ
く
れ

（
1
）

上
る
。
こ
れ
は
過
失
犯
に
つ
き
、
執
行
猶
予
へ
の
期
待
に
反
し
て
実
刑
を
言
渡
さ
れ
、
．
そ
の
責
任
は
弁
護
活
動
の
不
充
分
に
よ
る
と
解
す
る
こ
と

に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
す
べ
て
単
純
平
板
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、
比
較
的
不
満
の
少
な
い
女
子
に
お
い
て
も
、
そ
の
不
満
の

内
容
と
し
て
は
、
証
人
申
請
、
反
対
尋
間
の
方
法
、
起
訴
事
実
の
研
究
不
足
と
い
う
弁
護
活
動
自
体
、
法
廷
技
術
を
衝
い
て
い
る
点
で
は
中
野

（
男
子
）
と
同
じ
で
、
弁
護
士
に
対
す
る
か
な
り
痛
烈
な
批
判
と
な
つ
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ

ろ
う
。



　
（
1
）
青
柳
・
前
掲
ジ
ュ
リ
ス
ト
五
二
九
号
二
一
…
頁
表
図
目
参
照
。

　
3
ー
働
　
検
察
官
・
弁
護
人
の
男
女
別

　
表
1
13
は
訴
訟
当
事
者
と
し
て
の
検
察
官
と
弁
護
人
の
男
女
別
と
こ
れ
に
対
す
る
女
子
受
刑
者
の
感
想
を
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
。
女
性
法
曹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ズ
　

は
裁
判
官
が
二
、
六
九
六
名
中
五
六
名
（
二
・
○
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
昭
和
五
〇
年
一
一
月
一
日
現
在
。
但
し
刑
事
専
住
は
八
名
に
す
ぎ
な
い
の
で
今
回
の
対
象
か

ら
除
外
）
、
検
察
官
一
、
二
〇
四
名
中
一
九
名
（
マ
五
八
パ
ー
セ
ン
ト
。
同
一
一
月
一
目
現
在
）
、
弁
護
士
一
万
四
八
○
名
中
三
二
四
名
（
三
．
〇
九
パ
ー
セ

ソ
ト
。
同
一
一
月
一
二
日
現
在
）
で
、
女
性
法
曹
の
絶
対
数
が
僅
小
で
あ
る
た
め
、
女
子
受
刑
者
の
刑
事
々
件
に
関
与
し
た
女
性
法
曹
に
対
す
る
調

査
を
数
値
で
示
す
こ
と
は
、
か
え
つ
て
誤
解
を
招
く
の
み
と
思
わ
れ
る
。
数
値
と
し
て
あ
る
程
度
意
味
を
付
与
し
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
男
性
検
察

官
、
弁
護
人
に
つ
い
て
み
る
と
、
女
性
の
刑
事
事
件
に
関
し
て
も
男
性
検
察
官
、
弁
護
士
で
と
く
に
不
都
合
は
な
い
と
見
て
よ
い
こ
と
、
検
察
官

に
つ
い
て
、
男
性
な
の
で
起
訴
求
刑
が
軽
い
と
し
た
も
の
が
一
七
パ
ー
セ
ン
ト
弱
に
対
し
て
「
い
い
え
」
と
答
え
た
者
は
五
六
パ
ー
セ
ン
ト
弱
で
あ

る
が
、
女
性
検
察
官
に
つ
い
て
、
女
性
な
の
で
起
訴
求
刑
が
重
い
と
答
え
た
者
が
半
数
で
あ
つ
た
の
に
比
べ
て
、
右
の
「
い
い
え
」
と
い
う
答
え

は
、
軽
い
と
は
い
え
な
い
と
い
う
だ
け
で
、
男
性
検
察
官
で
あ
る
た
め
に
重
か
つ
た
と
い
う
も
の
に
か
ぎ
ら
な
い
か
ら
、
い
ち
が
い
に
い
え
な
い

が
、
起
訴
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
は
女
性
の
起
訴
猶
予
率
の
高
さ
と
比
較
し
て
、
「
重
い
」
と
い
う
実
感
を
も
つ
て
受
け
と
め
ら
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
思
わ
れ
る
。
女
性
法
曹
で
も
検
察
官
に
つ
い
て
は
、
女
性
だ
か
ら
と
い
つ
て
と
く
に
話
し
や
す
く
も
な
く
、
ま
た
理
解
し
て
貰
え
た
と
も

い
え
ず
却
つ
て
検
察
官
が
女
性
で
あ
る
た
め
に
起
訴
・
求
刑
が
重
い
と
恨
み
が
多
い
の
に
対
し
、
弁
護
人
に
つ
い
て
は
話
し
易
く
、
理
解
し
て
貰

え
、
弁
護
活
動
と
し
て
も
充
分
と
す
る
者
が
多
く
、
評
判
が
よ
い
。
役
割
の
ち
が
い
に
も
よ
る
が
、
同
性
な
る
が
故
に
女
性
検
察
官
へ
の
期
待
、

甘
え
が
働
き
、
そ
れ
が
叶
え
ら
れ
な
か
つ
た
こ
と
か
ら
の
不
満
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

　
3
1
1
0
　
感
想

　
ア
ソ
ケ
ー
ト
は
、
最
後
に
質
間
N
1
1
8
項
目
と
し
て
、
警
察
官
、
検
察
官
、
弁
護
人
、
裁
判
官
に
対
す
る
感
想
を
記
入
し
て
貰
つ
た
。
そ
の
感

　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
　
　
（
五
七
）



　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
　
　
（
五
八
）

想
の
有
無
を
表
示
し
た
も
の
が
表
1
14
で
あ
る
。
こ
れ
は
と
く
に
記
入
が
困
難
だ
つ
た
よ
う
で
、
記
入
指
導
に
あ
た
つ
て
施
設
側
の
多
大
の
御
協

力
を
得
た
。
そ
れ
に
も
か
』
わ
ら
ず
女
子
の
場
合
は
必
ず
し
も
多
く
の
感
想
は
寄
せ
ら
れ
な
か
つ
た
。
女
子
の
五
施
設
の
中
で
も
つ
と
も
回
答
率

が
高
く
、
か
つ
一
〇
人
に
対
す
る
面
接
調
査
も
許
さ
れ
た
笠
松
を
代
表
と
し
て
、
注
目
す
べ
き
も
の
を
拾
い
あ
げ
て
み
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ

る
◎

　
①
警
察
官
に
つ
い
て
　
　
a
不
満
を
述
べ
た
者
一
五
名
、
自
白
を
し
な
い
の
に
自
白
を
し
た
と
い
う
こ
と
で
調
書
を
作
成
さ
れ
た
と
い
う
の
を

始
め
、
調
書
作
成
の
方
法
に
関
す
る
も
の
三
、
前
科
の
こ
と
で
婦
警
が
勤
務
先
ま
で
調
査
に
来
て
勤
め
先
を
や
め
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
と
い
う
の

を
含
め
、
前
科
の
取
扱
い
に
関
す
る
も
の
二
、
被
害
者
の
被
害
届
が
実
額
を
上
ま
わ
る
の
に
十
分
調
査
せ
ず
、
被
害
者
だ
け
を
信
用
す
る
の
は
不

当
と
す
る
者
二
な
ど
。

　
b
警
察
官
に
対
す
る
感
謝
を
述
べ
て
い
る
者
も
；
一
名
あ
つ
た
。
出
所
し
た
ら
元
気
な
姿
を
見
せ
て
ほ
し
い
と
励
ま
さ
れ
た
と
か
、
家
族
へ
の

思
い
や
り
に
感
謝
し
て
い
る
と
か
、
人
情
話
が
多
い
。

　
②
検
察
官
に
対
し
て
　
　
検
察
官
に
対
す
る
不
満
も
一
五
。
表
現
は
全
く
バ
ラ
く
で
あ
る
が
、
要
す
る
に
否
認
事
実
で
も
何
で
も
状
況
判
断

そ
の
他
に
よ
り
あ
た
ま
か
ら
決
め
つ
け
ら
れ
た
と
い
う
取
調
べ
の
適
正
に
関
す
る
不
満
が
最
も
多
く
六
、
さ
ら
に
面
会
を
条
件
に
、
自
白
が
取
引

さ
れ
る
と
か
拘
置
所
内
で
同
房
者
よ
り
「
検
事
に
金
を
渡
し
た
』
と
い
う
話
を
聞
い
て
感
じ
た
取
調
べ
の
公
正
さ
に
対
す
る
不
信
が
二
、
そ
の
他

証
券
そ
の
他
犯
罪
事
実
に
関
す
る
認
識
不
足
を
指
摘
す
る
も
の
二
な
ど
が
主
な
も
の
で
あ
る
。
，
こ
れ
に
反
し
て
検
察
官
に
対
す
る
感
謝
と
し
て
は

四
名
が
記
入
し
て
い
る
が
特
記
す
べ
き
も
の
は
な
い
。

　
③
弁
護
人
に
対
し
て
　
　
国
選
、
私
選
を
問
わ
ず
、
よ
り
強
い
弁
護
活
動
を
望
み
、
と
く
に
金
銭
欲
に
左
右
さ
れ
る
こ
と
を
不
満
と
す
る
者

（
四
名
）
が
目
立
つ
ほ
か
、
結
局
弁
護
人
は
必
要
で
は
な
い
と
す
る
者
な
ど
不
信
感
も
強
い
、
こ
れ
に
反
し
て
感
謝
す
る
者
も
多
く
（
二
名
）
、
な

か
に
国
選
弁
護
人
に
対
し
て
感
謝
す
る
者
や
三
〇
回
以
上
も
面
会
に
来
て
く
れ
た
と
か
、
本
の
差
入
れ
を
し
て
く
れ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
者



も
い
る
。

　
④
裁
判
官
に
対
し
て
　
　
量
刑
、
手
続
の
迅
速
性
に
関
す
る
も
の
を
含
め
て
、
一
七
名
が
裁
判
官
に
対
す
る
不
満
を
述
べ
て
い
る
。
量
刑
が
重

す
ぎ
る
三
、
被
告
人
の
言
い
分
や
、
母
と
し
て
の
気
持
や
女
の
気
持
を
十
分
と
り
入
れ
理
解
し
て
ほ
し
い
と
す
る
者
三
な
ど
理
由
は
種
々
あ
る

が
、
と
く
に
量
刑
の
地
域
差
を
指
摘
し
、
地
域
差
を
な
く
し
、
公
平
な
基
準
の
設
定
を
希
望
す
る
者
が
多
い
（
四
V
。
ま
た
裁
判
の
遅
延
に
対
す

る
不
満
は
二
名
で
あ
つ
た
。

　
⑤
面
接
調
査
の
結
果
　
　
前
述
の
と
お
り
、
笠
松
で
の
面
接
調
査
に
応
じ
て
く
れ
た
者
は
一
〇
名
で
あ
る
が
、
刑
期
一
五
年
の
長
期
受
刑
者
で

あ
り
な
が
ら
警
察
官
、
検
察
官
と
も
十
分
親
切
で
、
捜
査
、
公
判
の
全
段
階
に
つ
い
て
満
足
し
て
い
る
者
も
い
る
も
の
の
、
と
く
に
判
決
言
渡
時
に

弁
護
人
が
在
廷
し
加
か
つ
た
（
欠
席
）
こ
と
に
対
し
て
強
い
不
満
を
も
つ
て
い
る
者
が
二
人
い
た
こ
と
が
印
象
に
残
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
女
子
受
刑
者
に
見
ら
れ
る
女
性
犯
罪
者
像
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
女
性
法
曹
の
役
割

　
1
　
本
調
査
の
調
査
方
法
の
堰
疵
に
つ
い
て
は
す
で
に
明
ら
か
に
し
た
通
り
で
、
こ
』
に
示
さ
れ
た
結
果
は
必
ず
し
も
科
学
的
に
確
定
的
な
も

の
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
、
よ
く
も
悪
く
も
上
述
に
よ
つ
て
女
性
犯
罪
者
、
と
く
に
女
子
受
刑
者
像
は
か
な
り
明
確
化
す
る
こ
と
が
で
き
た
と

い
つ
て
よ
く
、
従
来
の
女
性
犯
罪
者
に
関
す
る
仮
説
な
い
し
定
説
が
た
と
え
ば
年
齢
構
成
、
犯
罪
動
機
、
罪
の
意
識
な
ど
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に

お
い
て
実
証
さ
れ
、
ま
た
、
刑
事
手
続
の
過
程
に
お
い
て
女
性
が
寛
大
に
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
罪
状
、
性
格
等
に
よ
る
に
も
せ
よ
、
結
果
的

に
起
訴
猶
予
率
、
執
行
猶
予
率
の
高
率
と
い
う
形
で
顕
著
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
捜
査
段
階
で
弁
解
を
よ
く
き
い
て
も
ら
い
、
ほ
と
ん
ど
き
い
て
貰

え
な
い
の
は
ご
く
少
な
い
と
い
う
形
で
も
検
証
さ
れ
（
表
1
5
）
、
裁
判
の
公
正
、
人
権
の
尊
重
の
面
で
も
女
性
刑
事
々
件
の
方
が
有
利
で
、
し
か

も
執
行
の
時
期
も
事
情
考
慮
が
行
な
わ
れ
る
傾
向
の
あ
る
（
表
ー
1
0
）
実
態
も
明
ら
か
に
な
つ
た
。

　
2
　
本
調
査
で
は
、
は
じ
め
て
女
子
受
刑
者
の
刑
事
々
件
と
女
性
法
曹
と
く
に
検
察
官
と
弁
護
士
と
の
か
』
わ
り
あ
い
に
関
す
る
調
査
を
試
み

　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
九
　
　
　
（
五
九
）



　
　
　
女
子
受
刑
者
の
刑
事
手
続
に
関
す
る
（
意
識
）
調
査
か
ら
見
た
女
性
犯
罪
と
女
性
法
曹
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
〇
　
　
　
（
六
〇
）

た
。
女
性
法
曹
自
体
極
め
て
少
な
く
、
調
査
対
象
女
子
受
刑
者
六
六
〇
名
中
女
性
検
察
官
の
担
当
は
一
〇
名
、
女
性
弁
護
士
の
弁
護
を
う
け
た
者

は
一
九
名
に
す
ぎ
な
い
た
め
、
こ
の
調
査
か
ら
結
論
を
ひ
き
出
す
こ
と
は
危
険
で
、
こ
れ
を
さ
し
控
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
男
性
検
察
官
や
弁

護
人
が
と
く
に
不
都
合
と
は
い
え
な
い
点
で
法
曹
は
一
般
に
信
頼
に
足
る
存
在
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
立
証
さ
れ
た
反
面
、
裁
判
官
に
対
す
る
感

想
と
し
て
、
母
と
し
て
、
女
と
し
て
の
気
持
に
対
す
る
理
解
が
な
い
と
い
う
不
満
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
、
女
性
弁
護
人
は
女
性
で
あ
る
た
め

に
話
し
易
く
、
理
解
し
て
貰
え
、
し
か
も
弁
護
活
動
も
充
分
で
あ
つ
た
と
し
て
高
く
評
価
す
る
も
の
が
多
数
で
あ
つ
た
こ
と
、
こ
れ
に
反
し
て
女

性
検
祭
官
に
対
す
る
対
応
は
必
ず
し
も
よ
く
な
い
こ
と
は
、
今
後
の
女
性
法
曹
の
役
割
を
考
え
る
う
え
で
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
数
少
い
女
性
法
曹
で
は
あ
る
が
、
刑
事
の
裁
判
官
と
し
て
も
と
く
に
合
議
制
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍
が
期
待
さ
れ
る
し
、
弁
護
士
と
し

て
ば
同
性
の
刑
事
々
件
を
積
極
的
に
ひ
き
う
け
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
こ
れ
に
対
し
て
女
性
検
察
官
に
対
す
る
対
応
が
必
ず
し
も
よ
く
な
い
こ
と

は
、
検
察
官
に
対
す
る
個
別
－
具
体
的
な
評
価
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
、
検
察
官
の
役
割
に
対
す
る
一
般
的
i
抽
象
的
反
感
と
同
性
に
対
す
る

甘
え
の
期
待
に
応
え
て
貰
え
な
か
つ
た
こ
と
に
対
す
る
失
望
か
ち
ひ
き
出
さ
れ
た
結
論
、
い
う
な
れ
ば
女
性
特
有
の
心
理
構
造
に
よ
る
も
の
と
い

つ
て
よ
く
、
そ
の
意
味
で
は
、
少
な
く
と
も
女
性
の
刑
事
々
件
だ
か
ら
女
性
検
察
官
を
と
い
う
特
別
な
職
務
分
担
上
の
配
慮
を
す
る
必
要
は
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
七
五
・
一
一
・
三
〇
記
）

付
記
　
串

＊
　
＊

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
許
可
し
て
下
さ
つ
た
矯
正
局
な
ら
び
に
、
と
く
に
労
を
い
と
わ
ず
全
面
的
に
御
協
力
下
さ
つ
た
各

施
設
長
、
担
当
職
員
の
方
々
に
紙
上
を
か
り
て
心
か
ら
感
謝
の
意
を
表
す
る
。
ま
た
、
そ
の
集
計
に
関
し
て
は
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
二
年
在

籍
の
安
冨
潔
氏
が
中
心
と
な
り
、
そ
の
指
導
の
下
に
中
谷
研
究
会
の
学
生
有
志
が
協
力
を
惜
し
ま
な
か
つ
た
こ
と
を
特
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
。

本
稿
執
筆
後
明
ら
か
に
し
え
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
こ
の
ほ
か
に
民
事
・
刑
事
兼
担
の
女
性
裁
判
官
が
五
名
お
ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。



アンケートのお願い

　このアンケートは有罪の言渡しを受けた罪の内容と手続についての研究のためにおこなうもので、係官

の援助はうけますが、今後あなたの処遇には全く影響がありません。あなた方の御協力で捜査と裁判が少

しでもよく行なわれることを期待して御協力をお願いするのです。

　御協力を感謝いたします。

慶鷹義塾大学法学部
青柳研究会

中谷研究会

《記入のしかたについて》

アソケートは必要なところに○をつけ、

氏名は書く必要はありません。

のある部分については書きこんで下さい。

愈 愈

1

皿

皿

Iv

一般

・年令｛　　　才｝
2　犯罪名（いくつもあるときは主要なものを一一つ書いて下さい）

　　刑法犯｛　　・特別法犯　　｝

　　　（起訴された事実は同種のもの　　　　　個，

　　　異種のもの　　　　　個）

3

4

懲役力欄か｛a：懲勧：綱

刑期｛　年　月｝

5入所後の期間1　年　月｝

　　　（a：分類中，b：分類済）

6残りの劇　年　月｝
7　犯罪の動機（二つ以上にO印をつけても結構です）

　　　a利欲，　b賭博，　c怒り・怨恨，　d家族関係，

　　　e偶然，　f酒酔い，g愛情関係，　hその他　　　。

8　あなたの犯罪に対する感想（二つ以上に○印をつけても

　　結構です）

　　　a被害者に対して申し分けないことをした。

　　　b法律で禁止されていることをしたのが悪い。

　　　c親（又は子供）や兄弟に中訳ない。

　　　d世間や同僚の人に恥かしい。

　　　e神仏にそむいたことが悪い。

　　　f悪いことをするつもりでなしにそうなつてしまつた。

　　　g家庭の平和や自分の将来のためにやむをえなかつた。

9　裁判についての全体的印象

｛ll灘驚lll：

事実の認定について

1　一審裁判所はどこですか

儲鶏：鷺樋c横浜三千葉｝

2　あなたの受けた刑事裁判において事実の認定は正当であ

　つたと思いますか

｛躍織1、墓，鑑　c大部分誤つている｝

3　自白について

　　　a黙秘権は知っていますか

　　　　｛鵬’　（ii）賊｝

｛b躍臨、α脇（ゆ門

　　　c自白した者について，その場所は？またいっ？

　　　　｛1欝1塒（の日目・日目。｝

　　　d自白の原因

　　　　雌撫蹴

騰奎難臨
刑の量定について

1　量刑について

　　｛a重すぎる・b楢c軽い・d不明｝

2　上記1でa、cと答えた人は答えて下さい

・分…｛i撫総1繊ゑ1

3　量刑と犯行時または判決時の生理関係

　　｛姓琳b生理の嚇c妊嬬d妊娠中絶直後｝

4　上記3でいずれかに○印をつけた人は答えて下さい。

　　　a犯行時の生理関係が量刑に際して考慮されたと思う。

　　　b判決時の生理関係が量刑に際して考慮されたと思う。

　　　cその主張をしたが何ら考慮されなかつた。

手続の適正について

1　逮捕について

　　｛轟灘による齢b現行犯・c逮｝

2　捜査官（司法警察職員・検察官）は弁解を聴いてくれた

　か。

｛畿勢鳳燃な鑑鱒’てくれた｝

3’弁護人との接見交通について

　　｛
　　　1回　　　　　　分ぐらい，　　　　　　回

4　起訴について

　　　a身柄拘束のまま起訴（拘束期間　　　　日）

　　　　（η保釈は認められた。

　　　　（il）保釈は認められず。

　　　b身柄拘束されずに起訴。

5　弁護人の選任について

　　　a一審では，（i）私選　　（ii）国選　　（血》なし

　　　b二審では，（il私選　　（ii》国選

6　弁護人の活動について

∫灘撚｝
　　／

　　　C二審での活鵬｛（i）満足（ii》不満足｝

　　　d　cで（i！）と答えた人はその不満足の理由は

　　　　｛　　　　（i》面会に来てくれない

　　　　（ii）証人の申請や反対尋問に努力しない

　　　　（菖i》起訴車実の研究不十分

　　　　　じ　　　　㈹弁償の努力をしない

7

8

9

10

11

証人尋問の有無とその証人尋間について

a｛賄（撫｝

b　aで（n有と答えた人は答えて下さい

　　｛　　　（i）証人は真実をのべた

　　　（ii）証人は真実をのべない

　　　（m）弁護人が反対尋間をした

　　　（助自分で反対尋間をした

　c証人の人数

　　｛　　　ω検察側　　　　　　　　　名

　　　㈹弁護側名
共同被告人の有無とその供述

a｛（i）有（ii）無｝

　b　aで（n有と答えた人はその人数は　　　　　　　　人

　c　aで（i）有と答えた人は，共同被告人は真実をのべましたか

　　｛　　　（i）共同被告人は真実をのべた。

　　　（ii）共同被告人は真実をのぺない。

　　　働弁護人が反対尋間をした。

　　　（iり分自で反対尋間をした・

裁判所での発言について

｛
　aいいたいことがいえた。

　bいいたいことがいえなかつた。

　c弁護人がいつてくれた。

　d弁護人がいつてくれなかつた。

上訴にっいて

・控一｛：灘勲）被告ん（の検察官｝

・控訴審一｛灘1獅謁撮

C控訴の結果｛（i騰醐（ii》原半σ決破棄｝

一有無｛膿1轡㈲検察｝

e上告審は開かれたか｛膿縫ll欝｝

f上告の結果｛（il上告棄姻原半甘決破棄｝

裁判はすみやかに行なわれたか

｛
　a早かつた（起訴から3ヵ月以内）

　b　T度よい（　〃　　6ヵ月〃）

　c遅い　　（　”　　1年　〃）

　d遅すぎる（　〃　　1年をこえた）

12　判決確定後，刑の執行までの期間。

　　｛a3月以内・b6月以内・c1年以内・d・年をこえる｝

13　出所後の予定

｛1灘漂欝／

14　警察官，検察官，弁護人，裁判官に対する感想があれば

　　書いて下さい。

1

2

3

4

5

アンケート補充質問

一審での検察官，弁護人についてうかがいます。

魚）検察官は｛（i）男性（i閥生｝であつた・

（b）弁護人は｛棚性（ii）女性｝であつた・

1（a）で（i）男性と答えた人は次の問に答えて下さい。

　（（ii）女性と答えた人は3について答えて下さい）

1甥性なので話しにくかつた・｛Φうはい伽峡｝

　（ii）男性なのでいいたかつたことを理解してもらえなかつ

　　た・｛鵬・㈲いいえ｝

　㈹男性なのでかえつて起訴や求刑が軽かつたと思う。

　　｛鵬・㈲賊｝
1（a）で（ii｝女性と答えた人は次の問に答えて下さい。

　（（il男性と答えた人は2について答えて下さい）

（i｝女性なので話しやすかつた・｛＠1よい㈲いいえ｝

　㈲女性なのでいいたかつたことを理解してもらえた。

　　｛⑲はい．㈲いいえ｝

　（血）女性なのでかえつて起訴や求刑が重くなつたと思う。

　　｛＠はい㈲賊｝

1（b）で（i）男性と答えた人は次の間に答えて下さい（（ii）女

性と答えた人は5で答えて下さい）。　　　，

　（n男性なので話しにくかつた。　　　　，

　　｛㈱・㈲いいえ｝　徳㌧・』

　（ii》男性なのでいいたかつたことを理解しもらえなかつた。

　　｛㈱・㈲賊｝
　（血）男性なので充分な弁護活動をしてもらえた。

　　｛鵬・㈲いいえ｝

1（b）で（ii）女性と答えた人は次の問に答えて下さい。

（（n男性と答えた人は4で答えて下さい）

　ω女性なので話しやすかつた。

　　｛鵬・㈲いいえ｝

　（iil女性なのでいいたいことを理解してもらえた。

　　｛㈱・㈲いいえ｝

　（鮒女性なので充分な弁護活動をしてもらえなかつた。

　　｛㈱・㈲いいえ｝



表一1年齢，罪種

間
号

質
番

卜1

2

　　　施設名（調査対象者
　　　　　総数）
回　答

年齢20～29歳

　　30～39

　　40～49

　　50～（カッコ内無回答）

罪名

　窃盗

　尊属殺人

　殺人

　　同未遂
　強盗

　　同致死傷
傷害

　　同致死

暴行

強姦

　　同未遂

　　同致傷
　恐喝

　　同未遂
横領

業務上横領

詐欺

臓物

有価証券偽造

放火

住居侵入

公務執行妨害

業務上過失致死傷

重過失致死傷

売春防止法

覚せい剤

麻薬取締法

道路交通法

その他（無回答）

中野（102）

　人1　　％
94　　192．16

　　1
6　：5．89

1　：0。98

1　10．98

5
0
6
8
9
2
2
4
8
2
8
9
6
6
8
6
2
8
6
6
8
8
8
8

3
』
3
3
3
3
3
3
3
。8
9
8
8
9
9
3
診
3
診
3
9
3
9
3

32

0
1
0
5
3
3
2
0
8
飢
翫
翫
L
軌
1
3
0
1
1
軌
0
軌
0

3
0
2
1
6
4
4
3
1
9
1
6
7
2
1
2
4
1
2
2
1
1
1
1

3

笠松（124）

　人　　　％
27i21．77
　　：
　　ご
36　　129．03
　　8
　　：
　　で
42　　i33。87

　　3
1g　i15．32

48　　：38．71

1　：0．81

24　　i19．35
　　コ
1i　O．81

1　10．81

1　10．81

1　10．81
1　：0．81

0　10．00

0　10．00
0　：0．00

0　10．00

0i　O．00

0　10．00

1　10．81
1　：0．81

14i11・29
0i　O．00

0　10．00
7　　5．65

0　　0．00

0　　0．00

2　　1．61

0　　0．00

0
1
0
Q
J
ワ
．

　
　
　
1

：0．00

10．98

：0．00

：12．75

：6．86

11　　8．87

6　　4．84

3　　2．42

0　　0．00

6　　4．84

栃木（206）

　人1　　％
55　　：26．70

　　：
　　ヨ55　　126．70
　　旨
　　：

64　　131．07

　　：

29　　：14．08

（3）i（L45）

94　　145．63

3i1．46
3g　　i18。93

0　10．00

0　10．00

0i　O．00

4i1．94
4i1．94

　　書
0　10。00

0　10．00

0i　O．00

0i　O．00

2　10．97

0　10．00

0i　O．00

0i　O．00

17i8．25
0　：0．00

11il：ll

o　i　O．00

0　10．00

2　10．97

0　10．00

3　　1．46

6　　2．91

0　　0．00

1　　0．00

20　　9。71

和歌山（163）

　人1　　％
30　　：18．40

　　；
　　サ
61　　137．42
　　；
　　；
　　の
43　　126．38
　　；
　　旨
　　じ
26　　115．95
（3）i（1・84）

　　，
　　a
46　　128．22

　　；
　1　10．61

24　　114．72
　　；
　o　i　O．00
　　ヨ　1i　o．61
　　旨
　1　10．61
　　旨
　1　10．61
　　2　1　10．61
　　；
　o　i　O．00
　　；
　0　10．00
　　；
　O　l　O．00
　　；
　0　10．00
　　1　0　10．00
　　旨
　o　i　O．00

　　1　0　10．00
　　5　1　10．61
　　311　16．75

　0i　O．00

　1i　O。61

　7　14．29

　0　10．00

　0　10．00

　0i　o．00
　　；
　0　10．00
　　些

　3　11．84

15　19．20

　2i1．23
　0　10．00

　3　11．84
（45）1（27．61）

麓　（120） 札幌（47） 女子の
平均比率

　人1　　％　　人1　　劣　　　　彩
37i30．8318：38．30　27．20
　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　，　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　り　　　　　　　　　　　　　　　ロ

27i22．5016i34．04　29．94
　　1　　　　　　　　　　　　　　　巳
　　1　　　　　　　　　　　　　　　‘
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　ぽ

35i29．17　gi19．15　27．93
　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

21i17．50　4i8．51　14．27
　　1　　i　（0・65）
　　8　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　豊　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

54i45．0020i42・55　31．92
21i・1：llli・1：ll／・9．・・

0　10．00　0　10．001

1il：lllil：ll｝・・56

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

iiililliilli／㎜

　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

§iiヨ§iil§1§i｝一

　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　こ

lil：lllil：ll｝・．・9

1il：ll　lll：器｝・。6・

15i12．50　7114．89　10．74
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2　i　1．67　　1　12．13　　　4．04

49年度
女子新受
刑者　＊

　　　％
24．4

29．3

29．8

16．3

浴
　
’
3
　
　
洛
　
　
4
　
　
3
　
　
』
　
6
1
一
一
1
2
一
　
6
｛
’
6
ン
。
4
。

2
1

5
　
　
7
　
　
0
　
　
2
　
　
　
0
　
　
0
　
　
軌
　
L
　
　
　
塩
α
　
　
2
。
一
1
7
3
0
L

4
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1
　
　
　
　
　
一
－

｝
｝
｝
｝
｝
｝
　
　
　
｝
一

＊　49年度女子新受刑者欄の数値は，昭和50年版犯罪白書168頁且一40表新受刑者罪名別人員の比率による。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表一2　刑種，刑期等

、

質問
番号

　　　施設名（調査対象者総数）

回　　答
中野（102） 笠松（124） 栃木（206） 和歌山（163） 麓　（120） 札幌　（47） 女子の

平均比率

1－3 （刑種）懲役

　　　禁鋼

　人：　　％
95　193．14
　：
1iO．98

　人：　　％
122198．39
　11　：0．81

　人：　　％
201i97．57
　：1　10．05一

　人：　　％
155　195．09
　：
　一〇　：0．00

　人：　　％1
119199，171

　：1　：0．83

　人：　　％
47　1100．00
　：
　一〇　：0．00

　％
98．04

0．34

不詳
　3
6　：5．89

　3
1　：0．81

　；
4　：1．94

　3
8　：4．91

　：
0　：0．00
　1

　｝
0　：0．00 1．53

，

1＿．．＿ 　　1＿一一＿一一一し＿一一一＿＿＿

［ 8

4
（刑期）　　～6月

　l
　l
3　12．94
　1

　：
　1
2　：1．61
　1

　：
　ξ
0　：0．00
　；

曹囎需脾騨一一一㌦冒冒曹一需一一魍

　　：
　　1　1　：0．61
　　：

冒　　■　　齢　　響　一　 一　 一　 ロ　　ー　　一　　一　　一　一　 ロ　 曽　，
　
　
：
　
　
3
　 2　11．67
　　3

一　　一　一　 一　 一　　一　　一　　ロ　　　　　　　　　 ー　　r　　一　 騨　 騨　　一

　　｝
　　1　2　14．26
　　：

1．63

　7月～1年
1年1月～2年

2年1月～4年

6　15．89
　：
47　146．08
　1
27　126．47
　；

ユ3　110．48
　i
33　i26．61
　旨
48i38．71

13i6．31
　：69　133．50
　：
76　136．89

10　16．13
　：
44　126．99
　：
67i41．10

17i14．17
　241　：34。17

　：
35　129．17

8i17．02
　115i31．91
　：20　142．55

10．82

27．66

37．68

4年1月～7年 12i11．76 　き17　113．71
　：
25　112．14 　324　ほ4．72

　：
11　19．17

　：
2　：4．26 10．80

7年をこえる
　；
7　16．86
　；

　2
g　17．26
　；

　：
22　：10．68
　1

　215　：9．20
　：

　1
14　111．67
　：

　：
0　10．00
　1

7．76

無回答 0　：0．00 1　10．81 1iO．05 2　：1．23 oiO．00 O　iO。00 0．42
ヌ ｝ 1 ； 喀

，

9　　冒冒。一冒一一　曹9騨，囎 一　一　　　　　　一　一　一　一　辱　P　一　　　　冒　一　冒

5 （入所後）　　～6月 　186　：84．31 　1’29　：23．39 58i28．16 　126i15．95 　，35　129．17 　118　：38．30 26．99

　7月～1年
1年1月～2年

2年1月～4年

4年1月～7年

　：
211196
　；

9　18．82
　1

2i1．96
　；
0　10．00

　：26　120．97
　3
37　129．84
　1
23　：18．55
　1
5i4．03

　147　122．82
　：
49　：23．79
　；
31　115．05
　；
11i5．34

　き36　122．09

　347　128．83

　旨
38　123．31
　：
7　：4．29

　：
26　121．67
　；
34i28．33
　；16　113．33
　3
5　14．17

　3
12　125．53
　：
gi19．15
　74　：8．51
　：
1　：2．13

22．62

25．99

15．75

39．92

7年をこえる
　：
0　10．00

　｛
1　10．81

　1
4　11．94

　3
1iO．61

　2
4　13．33

　；
0　10．00 13．38

無回答
　：
3　12，94
　；

　1
3　12．42
　；

　；
6　12．91
　；

　1
8　14．91
　：

　1

0　10．00
　『

　；

3　16．38
　｛

3．32

a　分類中

b　分類済

79　：77．45
　；
4i3．92

8　16．45
　1
111　189．52
　2

18　18．74
　1171　183．01

15　19．20
　3102　162．58

gi7．50
　2110　191．67

1　12．13
　1
42i89．3683．23

6．80

無回答 　；19　118．63

　『
5i4．03
　0

　2
17　18．25
　1

　；
46　128．22
　；

　：
1　10．83
　9

　1
4　18．51
　一

9．97

質間 施設名（調査対象者総数）

番号 回　答

1－7 a　利欲

b　賭博

c　怒り，怨恨
d　家族関係

e　偶然

f　酒酔い
g　愛情関係

h　その他
無回答

中野（102）

　人：　　％
32i31・37
10　：9．80

19i18．63
　5　14．90

24123・53
21　　：20．59

　0　10．00

21　　120．59

5　：4．90

　表一3　犯罪動機

笠松（124）　栃木（206）

　人1　　％　　　人：　　％
52　　i41．94　　75　　：36．41

　715．6511：5．34
12i9．6832i15．53
24i19．3536i、7．48

28122・5832i15・53

聡ll器麗
　715．65　gi4．37
　0　：0．oo　o　i　O。00

表一4　罪の意識

和歌山（163）

62人i繭

11ill：震

難：ll

2瞬1諭

19　　：11．66

g　i5．52

麓　（120）

辮
蕪1

615．00

札幌（47）

聖歪

蕊　

5i10．64

4　18．51

女子平均

比率％
　　　％
38．46

　3．45

10．10

19，40

19．54

　8．92

22．30

　9．13

3．81

間
号

質
番

1－8

回　答

施設名（調査対象者総数）

a　被害者に申訳けない

b　法律で禁止されていること
　　をした

c　親や兄弟に申訳ない

d　世間や同僚に恥かしい

e　神仏に背いたのが悪い

f　悪、いことをするつもりでな
　　かつた

g　家庭の平和・自分の将来の為

　無回答

中野（102）

　人1　　％
81　　179．41
　　2
24　　：23。53

　　3
　　；
　　ご
67　　165．69
　　：
25　　124．51

ユi　O．98

21　　120．59

0　10．00

0　10．00

笠松（124）

　人∫　　％
80　　164．52

30i24．19
　　3
　　：

93i75．00
25　　120．16
　　：
10　18．06
　　｝
32　　125．81

11　18．87

0　10．00

栃木（206）

　人1　　％
162　　：78．64

　　：
47　　：22．82

　　；
　　；
157　　176．21
　　ξ
32　　115．53

　　；
17　18。25

　　：
44　　i21．36

17i8．25
　0　10．00

和歌山　（164）

　人1　　％
94　　i57．67

53　　132．52

　　；
130　　：79．75

37　　122．70

19　　：1ユ．66

　　246　　128．22

　6　13．68

　0i　O．00

麓　（120） 札幌（47）

79人165．藷34人i72．姦

32i26・67・3i27・66

86　　：71．67　　40　　：85．11

28i23．3315i31．91
1311ρ・833i6・38
43　　！35．83　　11　　123．4C

10　　1　8．3ε　　　6　　：12．77

1　1　0．8ε　　0　：　0．00

緯磁
67．80

26．77

77．55

22．73

9．04

26．92

8。38

0．17

　　％

表一5　出所後の予定について

問
号

質
番

lV－13

回　答

施設名（調査対象者総数）

（出所後）（i）家族のところ

　　　　㈲保護会

　　　　（mその他

　　　　無回答
（仕事）　（i）あり

　　　　（ii）なし

　　　　　無回答

中野（102）

　人1　　％
88　　186．27

5　14．90

8i7．84
　　1
1　10．98

73　　171．57
　　3
25　　124．51
　　2
4i3．92

笠松（124）

　人i　％90　　：72．58

25　　120．16

8　16．45
　　3
1　10．81

8g　　i71．77

33　　126．61
　　旨

2　11．61
　　3

栃木（206）

　人：　　％
138　　166．99

51　　124．76

　　312　15．83

　5i2．43
117　　156．80
　　書
48　　123．30

41　　119．90

和歌山（163）

　人1　　％
132　　180．98

17　　110．43

　7i4．29
　　；
　7　14．29
　　；
111　　168．09
　　；
34　　120．86

18　　：11．05

麓　（120）

　人1　　％
88　　i73．33

　　318　　115．00

12　　：10．00

2　11．67
89　　174．17

13i10．83
18　　115。00

札幌（47）

　人1　　％
35　　174．47
　　；
5　110．64

1　12．13
6　112．77

14　　：29．79

23　　i48．94

10　　：21．28

の
埣蕎

73．18

17．58

6．06

3．18

63．64

22．88

13．48

　　％

表一6逮捕，起訴の手続

間
号

質
番

】V－1

2

4

回　　答

施設名（調査対象者総数）

a
b
C
d

逮捕状による逮捕

現行犯逮捕

逮捕されず

無回答

弁解　よく聴いてくれた

　　　だいたい　〃

　　　ほとんど聴いてくれず

　　　無回答

起訴身柄拘束
　　｛　　　保釈可

　　　〃　不可

　　　身柄不拘束

　　　無回答

中野（102）

　人1　　％
65　　163．73

27　　i26．47

9　18．82
　　2
1　10。98

3
n
乙
2
5

噌
⊥
5
3

112．75
；

150．98

131．37

i4．90

9
1
7
Q
J
2

n
乙
Q
り
Q
σ

128．43

：30．39

i36．27

：2．94

i1・96

笠松（124）

　人　　　％
54i43．55
46　　i37．10

18　　i14．52

6　：4．84
　　うロロロロロロロロ

　　し50　　140．32
　　；
49　　139．52

19　　115．32

614．84

噌
⊥
6
9
7
¶
ム

3
n
乙
4
　

1

125．00

120．97

i39．52

15．65

：8．87

栃木（206）

　人：　　％
70　　133．98

76　　136．89

35　　i16．99

25　　i12．14

89　　：43．20

67　　132．52

31　　：15．05

19　：9．22

8
5
3
3
［
了

Q
》
4
一
了
イ
⊥
3

118．45

121．84

i35．44

16．31

：17．96

和歌山（163）

　人1　　％
57　　i34．97

70　　142．94

22　　：13．50

14　：8．59

48　　129。45

70i42．94
19　　111．66

26　　115．95

麓　（120）

　人　　　％
llill：ll

15　　：12．50

3　12．50

33　　127．50

59　　149．17

21　　117．50

7i5．83

24・：14．72

68　　：41．72

41　　125．15

7　14．29

23i14・11

32　　：26．67

41　　：34．17

44i36・67

1膿

札幌（47） の
率耀　平

・8人i38。誌！38．・6％

13127．66
14　　：29．79

2　：4．26

37．92

17．46

6．47

14　　129．79　34．05

24　　：51．06　43．04

3　　：　6．38　13。18

6112．779．72

F
D
3
9
n
乙
父
V

1
1

131．91

i27．66

：19．15

：4．26

i17．02

23．35

29．27

31．19

4．27

11．93

1



表一7　自白について

質間
番号

　　　　施設名（調査対象者総数）

回　　答
中野（102） 笠松（124） 栃木（206） 和歌山（163） 麓　（120） 札幌　（47） 女子の

平均比率

π一3a 黙秘権を知っている
　人：　　％
91　189．22
　　1

　人i　％
99：79．84
　　1

　人i　％171：83．01

　　1

　人：　　％
130　179．75
　　；

　人1　　％
96　：80．00
　　0

　人：　　％
31　165．96
　　1

　　％
77．71

〃

無回答

知らない 11i10．7823i18．5520

0：0．00　211．6115

　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　じ

9．71　　9　1　5．52　　12　：10．00　　4　 1　8．

7。2824114．7212i10．0012i25。覇10．46

11．83

3b　自白二全部

　　　　　　一部

　　　　　　否認

　　　無回答

88　　186．27　107　　186．29　184

918．8211i8．8716
4：3．92　2：1．61　3

1iO・984i3・233

　　3c　警察署
自白の
時期，

場所　　検察庁

時
刻

即
後

’聴”97 　　　　　’li言響”　　　一一2UO””
6・16・・868gi75・42・6・

33：34。0226122．0336
7：7・22　715．93　2

：89．32　136

：7．77　12

11．46　4
：1．46　11

　　　14菖”
ill：lllll

：1．00　5

i83．44108i90．0040i85．1186．83
じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ
ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

1　7．36　　9　1　7．50　　3　：　6．38　　7．58

i2．451iO．83010．00L27
16．75　2i1．67　418。514。32
：　一117一寸一一巨ぎ一↓一……贈

i7・・9587…74・3629…67・4473・73

：20。27　　26　　：22．22　　　8　　：18．60　20．22

：　3．38　　3　1　2。56　　1　1　2．33　　3．04

裁判所 ： ； ：0。50 ・0．68 ：0．00 ：2．33 1．04
無回答 2　12．06

　3
2　11．69
　：

1（2）i（1・00） 1（24）1（16．22 0（4）i（3．42）

　　1

　　　　1　1（4）1（9・30）

一一一＿一一需一。L

（5．99）

＊ 97　　： 118　1 200　1 148　： 117　： 43　　：

　　3d
自白の
原因

（n　改心

（ii）刑が軽くなると思つた

　　　　．

　　一45　：46．39
　　：
13　：13．40
　　：

　　944　137．29
　　；
21　117．80
　　；

　　　1105　：52．50
　　　：
10　：5．00

　　　：

49　133．11
　　：
11　：7．43
　　3

44　137．61
　　5
11　19．40
　　：

22　：51．16
　　2
3　16．98

　　：

42．33

9．32

（iii）被害老に中訳ないから

（iv）証拠をつきつけられたから

（v）親兄弟に悪いと思つたから

（vi）共犯者が自白しているので

㈹　余罪について進んで自白

　　無回答

37　：38．14
　　：

11i11．34
　　：
22　：22．68
　　：
12　：12．37
　　；
18　118．56
　　1
2　12．06

42　135．59
　　：
13　111．02
　　；

22i18．64
　　；
8　16．78
　　2
8　：6．78

　　；

1　10．85

73　：36．00
　　：

12　16．00
　　：
28　114．00
　　：

10　15．00
　　：

　　123　111．50
　　3
0　：0．00

　　148　132．43

　　2
25　116．89
　　1
25　116．89
　　1
12　：8．11
　　｝

20i13．51
　　：
8　：5．41

　　154　：46．15

　　2
22　：18．80
　　旨
28　123．93
　　旨

6　15．13
　　3
12i10．26
　　33　：2．56

13i30．23
　　25　111．63
　　1
8　118．60
　　2
0　：0．00
　　3
7　116．28

　　：

0　：0．00

30．00

12．87

18．41

5．04’

11．67

1．76
； ； ，

3 一 ：

注　3cおよび3d欄1行目左肩＊印の数は自白名の数を示すが，回答総数とは必ずしq）一致しない。

　　　　　　　　　　　　　　　表一8第一審における事実認定と量刑

質間
番号　　回　　答

施設名（調査対象者総数）
中野（102）　笠松（124）　栃木（206）和歌山（163）

H－2　事実認定全部正しい

　　　　　　　　一部誤つている

　　　　　　　　大部分　　〃

　9　　　　　全部　　〃

　　　　　無回答

V－9　裁判所での発言
　　　　（i）いいたいことがいえた

　　　　（ii）いいたいことがいえず

　　　　　　無回答

　　　　（iiD弁護人がいつてくれた

　　　　（iり　　〃　もいつてくれず

　　　　　　無回答

　　　　　　　　相当

　　　　　　　　軽い

　　　　無回答

　2　懲役×年が相当

　　　　禁鋼×年〃

　　　　執行猶予でよい

　　　　罰金が相当

　　　　無期・死刑が相当

皿一1　量刑　　重すぎる

　　　26

　　　55

　　　21

　　　34

　　　30

　　　38

　　　48

　　　36

　　　1

　　　17

莱陸9
　　　27

　　　0

　　　21

　　　1

　　　0

42人i4、．肇7、人i57．嘉、。7人i5、．孟

51：50．0045i36．2969133．50

7i6．864i3．235i2．43　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　じ

O　i　O．00　110．8110i4．85
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

2　1　1．96　　3　1　2．42　　15　：　7．28

　　i25．492gi23．3946i22．33
　　153．92　　46　　137．10　　67　　132．52

　　：20．59　　49　　139．52　　93　　：45．15

　　i33。3367i54。0397i47．09
　　i29．4110i8．0612i5．83
　　i37．2547i37．9097：47．09

　　i47．06　　56　　：45．16　　68　　：33．01　　54

　　：35．29　　42　　133．87　　65　　131．55　　61

　　10．9812i9．6833：16．0217
　　116．67　　14　　111．29　　40　　119．42　　31

　　’鋒8；σ4も8　：　iu1”i　7i
　　：26．47　　59　　：47．58　　85　　：41．26　　51

　　i（55・10）　i（86」6）　i（84・16）

　　：　0．00　　0　1　0．00　　0　1　0．00　　0

　　：20．57　917．2615：7．2819
　　i（4208）　i（13盟）　i（14溺）

　　i（2・82）OiO・00010・000
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ

　　1　0．00　　　0　　1　0．00　　　1　　1　0．49　　　1

　　i　　　i　　　i（0．99）
　　　　　一57　：（45．97）167r（5L941

　　　　　　　20　　116．13　　38　　118．45

　　　　　　　　　i（35・09）　　i（35・51）

　　　　　　　27　　121．77　　45　　121．84

　　　　　　　　　i（47・37）　i（42・00）

　　　　　　　6：4．8419：9．22
　　　　　　　　　i（10・53）　i（17・76）
　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　4　1　3．23　　5　1　2．43
　　　　　　　　　」くヱ2鎚）．．．．＿一i（圭鉦）

　人
69

54

7
1

32

34

84

45

96

16

51

　　　　　　　　　　　　　　女子の麓　　（120）　札幌　（47）平均比率

3　a

　　b

　　C

　　d

生理中

生理直前

妊娠中

妊娠中絶直後

　　　：33．13

　　　i37．42

　　　110．43

　　　：19．02

　　　：31．29
　　　i（71，83）

　　　i　O．00

　　　i11．66
　　　i（26．76）

　　　10．00

　　　10．61
　　　i（1．41）

π・…拡5；4σ〉

　34　　：20．86
　　　i（45・95）

　22　　：13．50
　　　i（2973）

　13　：7．98
　　　i（17．57）

　　5　13．07
．、＿＿1（う，ヱ㊤

　　％　　　人　　　％　　　人：　　％　　　　％
i42．3372i60．0018138．3049．97
：33．13　　29　　：24．17　　15　　131．91　31．80

i4．29　8i6．67　3i6．384。60
i　O．61　1i　O．83　0i　O．001．42

：19．63　　10　　：　8．33　　11　　123．40　12．21

1一一……　十・一…　十一一……・一…

i20．8628i23．3312i25．5323．09
i51．5376i63．3328i59．5748．81

i27．6116113．33　7i14．8928．18
：58．90　　72　　：60．00　　21　　144．68　52．94

：　9．82　　30　：25．00　　13　127．66　15．27
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

i31．2918i15．0013i27．6634．CO

　　　　　53144．1714129．7937．85
　　　　　40i33．3312i25．5332．34

　　　　　10　　1　8．33　　　8　　：17．02　12．30

　　　　　17　　：14．17　　13　　127．66　18．31

　　　63　：　　22　：
　　　　50i41．6712i25．5349。24
　　　　　　　i（79。37）　i（54・55）

　　　　　・i・・…i（41511｝39・・9

　　　　　13i10．834i8．519．09
　　　　　　　1（20・63）　i（18・18）（18。46）

　　　　　0　10．00　　0　1　0．00

　　　　　010’00無男答1（淵

　　　50　i（41・67）薩ぎ…『輝8；頭147・00

　　　　　14：11．67　7i14．89
　　　　　　　i（28．00）　i（30。43）

　　　　21　　：17．50　　　9　　i19．15
　　　　　　　i（42．00）　i（39・13）

　　　　　11　：　9．17　　4　i　8．51
　　　　　　　1（22。00）　i（17。39）

　　　　　4　：　3．33　　3　i　6．38
　　　　　　　i（8．00）　i（13．04）

2 57　　i 107　1 74　　： 50　　1 23　　：

4 a　量刑に考慮された ：
：
；

　　　｝

20116．13
　　　i（35・09）

30i14．56
　　　i（28・04）

18　：11．04
　　　l　　　i（24・32）

5　14．17
　　1　　i（10・00）

4　：8．51
　　　『
　　　i（17・39

11．67
（24。76）

b　　〃　考慮されず
；
1

　　　：

21116．9445i21．84 27i16．56
　　　1

18：15．00 5i10．64 17．58
；
2

i（36・84） i（42・06） i（36・49） i（36・00） 1（21。74
：

（37．30）

無回答 1
：
：

　　　1

16112．90
　　　1（28．07）

32115．53
　　　：（29．91）

　　　：

29117．79
　　　：（39．19）

　　　：

27122．50
　　　1（54。00）

14　129．79
　　　1　　　：（60。87

17．88
（31．94）

L
乞

注 ＊印欄の数は実回答数と全体に対する比率

バーセソテージ実数は全休比，カッコ内数値は実回答内数比を示す。

　　　　　　　表岨　第一審での証人および共同被告人の証言

間
号

質
番

7a

b

C

8a

b

8c

回　　答

施設名（調査対象者総数）

証人簿間 （i）有

（li）無

　無回答

茗＝li）

（n証人は真実をのべた

（ii）〃　真実をのべない

　無回答

（m）弁護人が反対尋問

（iり自分で〃

　無回答

中野（102） 笠松（124）

　　　人1　　％　　　人1　　％

　67i65。6981i65．32
　34i33．3322i17．74
　　1i　O．9821116．94

ロ67　1　F吾1””1
　51i76．1257i70，37
　12　　117．91　　13　　116．05

　　4　1　5．97　　11　113．58

　15　　122。35　　18　　：22．22

　　7i10．45　3i3．70
　46　　i68。66　　61　　i75．31

証人数（検）

（弁）

0
1，2名

3名以上

無回答

0
1，2名

3名以上

無回答

共同被告人 （P有
（ii）無

　無回答

人数 1，2名

3名以上

無回答

67　　1
　3g　　i58．21

　20　　129．85

　2　12．99

　6　18．96
　　　；
　0　10．00
　　　書
　55i82．09

　6　18。96

　6　18．96

46　　：45．10

50　　149．02

6i5．88
一
6

一
候

26　　156．52

18　　139．13

2i4．35
一
6

ロ
4

曹
1

共同被告人の証言（n真実を述べた

　　　　　（ii）真実をのべず

　　　　　　無回答

　　　　　（iii）弁護人が反対尋問

　　　　　（iり自分で　〃

　　　　　　無回答

9
2
3
8
Q
J
3

2
吋
⊥
　
　
　
　
3

：63．04

：26．09

：6．52

i17．39

16．52

：71．74

81　　1

　46　　156．79
　　　；
　24　　129．63
　　　2
　11　　113．58
　　　『
　O　I　O．00
　　　i
　12　　114．81

　　　旨
　68　　：83．95
　　　2
　11　　113．58
　　　；
　0　10．00
　　　；

　25　　：20．16

　71　　157．26

　28　　：22．58

琢5　：

　14i56．00

　　7　：28．00

　　4　116．00

院5　1
　15　　：60．00

　7　128．00

　　3i12．00

　　3　112．00

　　1　14．00

　21　　i84。00

栃木（206） 和歌山（163）

　　人　　　％　　　人：　　％
・32i64・・892…56・44

　41　　：19．90　　40　　：24．54

　33　　116．02　　31　　：19．02

王32　，　　陪2　1
　94　　171．21　　73　　：79．35

　19　　：14．39　　15　　：16．30

19i14．39　4i4．35
　10i7．5843146．74
　13　　1　9．85　　　4　　1　4．35

109　　：82．58　　45　　148．91

一132　1

　56i42．42

　45　　134．09

　18　　113．64

　12　19．09
　　　3
　13　19．85

　75156．82

　32　　124．24

　12　19．09

　33　　116．02

　92　　144．66

　81　　139．32

鵬　　：

　13　　139．39

　13　　139．39
　　　：
　　7　121．22

33’p鱒”1

　19　　：57．58

　10　　130．30

　4　112．12

　4　112．12

　0　10．00

　29　　187．88

92　　1

　35　　138．04

　30　　132．61

　9　128．13
　18　　i56．25

　　　2
　1　11．09

　54　　158．70

　19　　120．65

　18　　：19．57

麓　（120） 札幌（47）

69人i57．藷、8人i38．藷

　34　　128．33　　15　　：31．91

　17　　114．17　　14　　：29．79

σ9　　：　　　i菖””’1””””

　54　　178．26　　10　　：55。56

　13　　118．84　　　3　　：16．67
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　2i2．90　5i27．78
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　37　　153．62　　　1　　：　5．56
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　314．35　010．00
　29　　142．03　　17　　：94．44

69　1　　18　i
26i37．68　5127．78

　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ

28140．58　5127．78
　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　2i2．90　4i22．22
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　13118．84　4122．22　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　じ
　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　314．35　3116。67　　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　　　じ　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　46166．67　7138．89　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　7　　i10．14　　　4　　i22．22

13i18．84　4i22．22

女子の
平均比率

　　　％
54．85

23．03

17．58

73．47

16．07

10．46

27．80

5。87

66．58

2



表一13　男女別検察官、弁護人に対する感想

質問
番号

＼、、一＿＿施設名（調査対象渚総数）

　　　　　一、　　　　　　略、　　　　　　　　、辱、9　回　　答　　　　　一・＿、
全国総数 笠松（124）

一
栃
木

（206） 和歌山（163） 麓　（120） 札幌　（47） 平　均

14 検察官　　男性

　　　　　女性

　　　　　無回答

弁護人　男性

　　　　　女性

　　　　　無回答

　　　11，185：98．42
　　　：
　　19：1．58
　　　：

　　0：0．00
　　　：
10，156i96．91

　　　3
　324：3．09
　　　：
　　α　0．00
　　　．1＿．．

　　：
120　196．77
　　：
　3　：2．42
　　旨
　1　10．81
　　1
124　1100．00
　　3　0　：0．00
　　：
　0　10．00
　　：

　　5200　197．09

　　1　3　：1．46
　　：
　3　：1．46
　　：
191192．72
　　；
　8　13．88
　　：
　7　：3．40
　　一

　　3160198．16
　　：
　2　11．23
　　；
　1　：0．61

　　2152　：93．25
　　；
　6　：3．68
　　：
　5　13。07
　　：

　　旨117　・97．50
　　：
　2　11．67
　　：
　1　：0，83
　　8
　　1115　：95，83
　　：
　3　12。50
　　1　2　11．67
　　：

　　：
46　・97．87
　　：

0　10．00
　　1
1　12．13

　　3
　　－
44　193．62
　　2
2　14．26
　　2
1　12．13

　　；

97．42

1．52

1．06

94．85

2．88

2．27
一甲r辱一一一一書

　　15

検察官

男性なので話しにくい（nはい

　　　　　　　　　　（iih、・いえ

：
2
：
：
1

120　1
　　　1
　36　130．00
　　　：
　73　：60．83

200　1
　　　1　53　：26．50
　　　1
112　：56．00

16σ…弓p…”
　　　：
　41　125．63
　　　：
　88　：55．00

117　：

　46i39．32
　　　：
　56　147．86

46　　1

　12　：26．09
　　　：
　26i56．52

29．24

55．21

無回答 ：
：

　　旨
11　：9．17
　　：

　　：
35　：17．50
　　2

　　；
31　119．37
　　：

　　115　112．82
　　；

　3
8　117．39
　：

15．55

男性なので理解されず（i）はい ｝
旨

　　943　：35．83
　　：

78　139．00
　　1

43　：26．88
　　：

46　：39．32
　　：

14　：30．43
　　：

34．84

　　　　　　　　　　（ii）いいえ

　　　　　　　　　　　無回答

男性なので起訴求刑軽い
　　　　　　　（i）はい

　　　　　　　（ii）いいえ

　　　　　　　　無回答

：
：
1
：
：
：
：
3
：
：
1

62　：51．67
　　：
15　112．50
　　：
　　：

　　022　118．33
　　1
81　167．50
　　：

17i14．17
　　0

　　183　141．50

　　i39　119．50
　　1，
　　：
　　140　：20．00
　　：
106　：53．00
　　：
54　：27．00

　　2

75i46．88
　　：
42　126．24
　　：
　　：
14　：8．75
　　：

　　086　：53．75
　　：
60　：37．50
　　：

45　：38．46
　　：

26i22．22
　　3
　　：

23i19．66
　　269　158．97
　　：
25　：21．37
　　1

17　：36．96
　　：
15　132．61
　　旨
　　：

　　18　：17．39
　　：
16　134．78
　　l
　　I22　：47．83

　　1

43．86

21．31

16．64

55．68

27．68

16
女性なので話しやすかつた
　　　　　　　（nはい

　　　　　　　（ii）いいえ

　　　　　　　　無回答

女性なので理解してもらえた
　　　　　　　（i）はい

　　　　　　　（ii）いいえ

　　　　　　　　無回答

女性なので起訴求刑重い
　　　　　　　（i）はい

　　　　　　　（ii）いいえ

　　　　　　　　無回答

3
：
1
：
1
：
：
；
r
3
：
：
：
：
1
：
3
：
l
l
：
3

　1
0　：0．00
　：
　』2　：66．67
　2
1　i33．33
　：
　：
　2
0　10．00
　：
2　：66．67

　：
1　133．33
　：
　3
　12　166．67
　：
1　133．33
　：
0　10．00
　：

　I
o　i　O。00

　き
0　10。00
　13　：100．00
　旨
　旨
　：
0　10．00
　1
0　10．00
　3
3　江00．00
　2
　5
　11　133．33
　3
0　1　0。00
　1
2　166．67
　1

　　　：
　　　一　2　：100．00
　　　2
　0　10．00
　　　1
　0　10．00
　　　：
　　　i
　　　I　2　：100．00
　　　旨
　0　10．00
　　　：
　0　10．00
　　　：
　　　1
　　　3
　1　050．00
　　　3
　1　i50。00
　　　1
　0　10．00
＿一胃＿．1．．．．．．．冒

　　　2
　　　1　1　150．00
　　　1
　1　150．00
　　　：
　0　10．00
　　　：
　　　2

0i　O．00
　　　8
　2　1100．00
　　　1

　0　10．00
　　　3
　　　2
　　　3
　1　：50．00
　　　2
　1　150．00
　　　；
　O　i　O．00
一．．．．．一．1．一9一．＿一

　1
0　：0．00
　：

0i　O。00
　3
0　10．00
　：
　2
0　：0．00
　！
0　10．00
　2

0　10．00
　：
　：
　：
0　：0．00
　：
0　1　0。00
　！
O　I　O．00
　：

30．00

30．00

40．00

20．00

40．00

40．00

50．00

30．00

20．00

『　　一　　一　　昌　　一　一　　需　　，

　　17

弁護人

一　一　一　一　一　F　一　一

　男性なので話しにくい
　　　　　　　　　（i）はい

　　　　　　　　　（ii）いいえ

　　　　　　　　　　無回答

：
：
；
：
：
：
1

一　　辟　　一　　『　　一　　日　　一　　一　　F

124　1
　　　9　36　：29．03
　　　：
　74　：59．68
　　　：
　14　111．29
　　　；

191　1
　60　131．41
　　　：
　96　：50．26
　　　：
　35i18．32
　　　2

152　1
35i23．03

　　　：
　90　159．21
　　　1
　27　117．76
　　　：

115　1
　　　0　32　：27．83
　　　：
　58　150．43
　　　：
　25　121．74
　　　1

44　　：

　7　115．91
　　　2
　24　：54．55
　　　：
　13　：29．55
　　　：

27．16

54．63

18．21

男性なので理解されず
　　　　　　　（i）はい

　　　　　　　（ii）いいえ

　　　　　　　　無回答

男性なので充分な活動
　　　　　　　（nはい

：
：
：
：
：
：
：
F
：
1

　　：

　　234　127．42
　　：

65i52．42
　　：
25　：20．16
　　：
　　：

　　149　139．52

　　3
54i28．27
　　：
87　：45．55
　　：
50　：26．18
　　：
　　：
　　一92　：48．17

　　；

　　139　：25．66
　　：
82　153．95
　　：
31　120．39
　　：
　　：

　　157　137．50

　　1
　　婁
40　：34．78
　　1
50　143．48
　　；

25i21．74
　　：

　　2
38i33．04

　　：
　　酢
13　：29．55
　　：

　　118　：40．91
　　；
13　：29．55
　　：
　　：

　　114　　31．82
　　：

28．75

37．86

23．00

39．94

（ii）いいえ

　無回答

：
：
：

　　：
48　138．71
　　；
27　121．77
　　：

　　：
50　：26．18
　　：
49　：25．65
　　3

　　；
53　：34．87
　　：
42　027．63
　　：

　　　：
45　：39．13

　　　：
　32　127．83
　　　：
－　薗　一　一　卿　，　一　ロ　ー　伽　o　一　一　需　一　一

　　　，　18　：40．91
　　　：
　12　127．27
　　　：

34．19

25．88
一　一　一　P　昌　四　一　一　一　一

辱　　雪　　一　一　曹　　一　　『　　甲　　一

　　18

雪　　一女性なので話しやすい

　　　　　　　　（i）はい

　　　　　　　　（ii）いいえ

　　　　　　　　　無回答

：
：
：
1
：
1
：

　：

0　10．00
　：
　：0　：0。00
　旨
0　10．00

8　　：
　　　0　8　1100．00
　　　：
　0　：0．00
　　　；
　0　10．00
　　　：

6　　　：
　　　0　4　：66．67
　　　3
　0　：0．00
　　　：
　2　133．33
　　　2

3　　1
　3　：100．00
　　　5
　0　：0．00
　　　：
　0　：0．00
　　　3

2　　　：

　1i50．00
　　　：
　1　150．00
　　　：
　0　：0．00
　　　：

84．21

5．26

10．53

女性なので理解された
　　　　　　　（i）はい

：
3
：
旨

　：
　：

0　10．00
　；

　；
　，5　162．50
　：

　：
　85　183．33
　；

　：
　2
3　：100．00

　：

　：

0　10．00
　：
　o

68．42

　　　　　　　（ii）いいえ

　　　　　　　　無回答

女性なので活動不充分
　　　　　　　（ηはい

　　　　　　　（ii）いいえ

　　　　　　　　無回答

2
：
：
：
：
；
：
：
：
：
：
1

0　10．00
　5
0　10．00
　；
　；
　：
0　10．00
　：
0　10．00
　3

0　10．00
　；

2i25．00
　：
1　112．50
　3
　：
　12　125．00
　：
5　162．50
　；
1　：12．50
　3

0　10．00
　：
1i16．67
　；
　：
1i16．67
　：
3　150．00
　：
2　133．33
　；

0　10．00
　：
0　：0．00
　3
　：
　11　！33．33
　2
2　166．67
　：
0　10．00
　：

2　：100．00
　：
0　i　o．00
　：
　：
　，1　：50．00
　1

1i50．00
　3
0　10．00
　0

21．05

10．53

26．32

57．89

15．79

表一14　訴訟関係人に対する感想

質問
番号

　　　　施設名（調査者対象総数）

回　　答
中野（102） 笠松（124） 栃木（206） 和歌山（163） 麓　（120） 札幌　（47） 女子の

平均比率

IV－18　感想
り
し

あ
な

　人i　　％
47i46．08
　　2
55　　153．92

　人：　　％
53　　：42．74　　27

71　　157．26　179
　　：

人：　　％
：13．11

i86．89

47

116

人：　　％
128．85

171．17

3
ワ
‘

3
Ω
∪

人・　　％
i27．50

172．5G

Q
ゾ
Ω
り

　
3

人：　　％
119．15

180。85

25．61

74。39

　　％

表一15新受刑者の年齢層別・性別人員の比率

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和45年～49年）

年 齢 45年 46年 47年 48年 49年

実　　　数 25，890 27，197 28，423 26，266 25，728

総 構成比
20歳未満

100．0

　1．3

100．0

　1．1

100．0

　0．8

100．0

　0。8

100．0

　0．7（　170）

20歳～29歳 49．7 49．3 46．9 45．3 42．1（10，831）

30歳～39歳 31．4 31．5 33．1 33．4 34。6（8，907）

数
40歳～49歳 12．7 13．2 13．9 15．1 16．7（4，308）

50歳以上 4．9 5．0 5．3 5．5 5．9（1，512）

実　　　数 25，322 26，684 27，855 25，717 25，261

構成比 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

20歳未満 1．3 1．1 0．8 0．8 0。7（　169）

男 20歳～29歳 50．3 49．8 47．5 45．7 42．4（10，717）

30歳～39歳 31．3 31．5 33．0 33．5 34。7（8，770）

40歳～49歳 12．3 12．9 13．6 14．8 16。5（4，169）

5q歳以上 4．7 4．8 5．0 5．2 5．7（1，436）

実　　　数 568 513 568 549 467

構成比 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

20歳未満 0．2 0．2 0．4 0 0．2（　　1）

女 20歳～29歳 22．4 23．6 20．2 27．0 24。4（　114）

30歳～39歳 34．9 32．9 34．2 29．7 29．3（　137）

40歳～49歳 28．9 27．7 29．0 27．0 29．8（　139）

50歳以上 13．7 15．6 16．2 16．4 16．3（　76）

総数に対する女子の割合 2．2 1．9 2．0 2．1 1．8

注　昭和50年版犯罪白書164頁H－36表による。49年欄（）内は実数である。

　　　　　　　表一16新受刑者の知能指数段階別人員と比率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和49年）

口矢 ヒ
b倉 ヒ

日才 数
実 数

．
髭
ひ祁 成 比

知　　　能　　　指　　　数

計　1男　子女　子 計　防　子女　子
総

59

60

70

80

90

100

110

120

不

以
～
～
～
～
～
～
以

下

69

79

89

99

109

119

上

詳

数 25，728

1，892

2，652

4，023

6，051

4，772

2，486

　794
　152
2，906

25，261

1，813

2，575

3，942

5，980

4，733

2，473

　791
　152
2，802

467

79

77

81

71

39

13

　3

104

100．0

　7．4

10．3

15．6

23．5

18．5

　9．7

　3．1

　0．6

11．3

　　100。0

　　　7．2

　　　11：1

　　　11．1

　　100。0

　　　16．9

　　　11：1

　　　22．3

注　昭和50∫F版犯罪白’書177頁，H－50表による。
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表一10　上訴手続と結果

間
号

質
番

V－10a

b

C

d

e

f

＼施設名（調査対象者総数）
　　　　　　～
回　　答

中野（102） 笠松（124） 栃木（206） 和歌山（163） 麓　（120） 札幌　（47） 女子の
平均比率

被告人控訴

　　；

　　023　122．55
　　1

　　：

19　115．32
　　『

　　：
31　：15．05
　　2

　　：

41i25．15
　　3

　　：
19　115．83
　　：

　：
3　16．38
　：

17．12

検察官　　〃

控訴せず

1　10．98
　　；

77　175．49
　　：

　4　13．23
　　5
　　1100　180．65
　　：

　4　：1．94
　　2
　　8167　181．07

　　2

　5　：3．07
　　；
117　171．78
　　；

3　：2。50
　　3
　　198　：81．67
　　：

1　：2．13
　　：

43i91．49
　　：

2．58

79．55

無回答
　（取下げ）

1i　O．98
（3）i（2．94）

1　10．81
　：
　；

1　10．49
　：
　：

0　：0．00
　；
　；

0　10．00
　：
　：

0　10．00
　：
　3

0．30

取調　（i）充分

　　　（ii）不充分

　　　　無回答

結果　（i腔訴棄却

　　　3
24　　1

　5i20．83
　　　；
　13　154．17
　　　1
　6　125．00
　　　1
　14　158．33
　　　：

23　　1
　　　；
　4　117．39
　　　3
　13　：56．52
　　　：
　6　：26．09
　　　旨
　17　173．91
　　　：

35　i
　10　128．57
　　　：
　19　：54．29
　　　3
　6　：17．14
　　　：
　22　162．86
　　　：

　　　；46　　1

　16　134．78
　　　：
　26　：56．52
　　　；
　4　：8．70
　　　：
　27　158．70
　　　：

22　　1
　　　2
　11　150．00
　　　；
　6　127。27
　　　：
　5　122．73
　　　：
　13　：59．09
　　　；

4　　　：
　　　；
　2　：50．00
　　　：
　1　125．00
　　　；
　1　125．00
　　　；
　1　125．00
　　　：

19．70

61．54

（ii源判決破棄

　無回答

4　：16．67
　；
1　14．17
　；

1　14．35
　；
　15　：21．74

　1

g　i25．71
　き
4　：11．43
　1

12i26．09
　　；
7　115．22
　　1

6i27．27
　1
3　113．64
　1

2　：50．00
　：

1i25．00
　9

23．08

15．38

24　　： 23　　： 35　　1 46　　1
　　　1

22　　： 4　　：

被告人上告

検察官上告

上告せず

無回答

6i5．88
　　i（25．00）

　　；
0　10．00

　　；
　　：

12i11．76
　　1（50．00）

　　16　：5．88
　　1（25．00

9　17．26
　　｝
　　：（39．13）

　　5
3　12．42

　　－　　1（13．04）

　　1
11　18．87
　　0　　1（47．83）

　　：
1　：0．08

　　i（4．35）

16i7．77
　　i（45．71）

　　：

0　10．00
　　：
　　：

1g　i9．22
　　i（54．29）

　　：
0　10．00

　　：

　　5

21　：12．88
　　1　　1（45．65）

　　3
0　：0．00

　　1
　　3
　　125　115．34
　　1　　1（54．35）

　　1
0　10．00
　　1
　　2

8　：6．67
　　［　　：（36．36
　　：

0　：0．00
　　：
　　：

　　114　：11．67
　　1　　i（63．64

　　10　10．00
　　1
　　：

0　：8．51
　8　1（0．00）

　：
0　：0、00
　1
　：

4　18．51
　1　i（皿00）

　3
0　10。00
　：
　2

19．70
（4L54）

（13．04）

11．06
（56。15）

公判　（i）開かれた

　　　（ii）開かれず

　　　　無回答

結果　（n上告棄却

　　　2
6　　　1

　3　150．00
　　　1

　3i50．00
　　　：
　0　：0．00
　　　3
　4　：66．67
　　　3

　　　：
12　　1
　　　0　5　141．67
　　　3
　7　158．33
　　　1
　0　！0．00
　　　2
　9　175．00
　　　1

16　　：
　　　：
　10：62．50
　　　3
　4　125．00
　　　：
　2　：12．50
　　　2
　13　181．25
　　　3

　　　き21　　1

　6　128．57
　　　：
　14　166。67
　　　2
　1　14．76
　　　：
　18i85．71
　　　1

8　　　1
　　　旦　1　112．50
　　　｝
　6　：75．00
　　　：

　1i12．50
　　　：
　7　：87．50
　　　旨

O　　　I
　o　i　O．00
　　　：
　0　：0．00
　　　：
　0　：0．00
　　　：
　0　：0．00
　　　：

38．60

54．39

7．02

82．46

（ii源判決破棄 2　133．33
　旨

0　10．00
　1

2　112．50
　：

1　14．76
　1

1　112．50
　2

0　10．00
　：

7．02

無回答 0　10．00
　『

　03　125．00
　1

1　06．25　1
2　：9．53
　一

0　10．00
　：

0　：0．00
　：

10．53

表一11公判手続の適正，迅速性等

問
号

質
番

1－9

回　答

施設名（調査対象者総数）

“w寡面’

12

中野（102） 笠松（124）

　　　　　　　　　　　人1　％　　人：　％公正に行なわれた　　　　　　　69i67．65101i81。45
公正に行なわれなかつた　　　　　29i28．43　20i16．13

無回答　　　　　　　　　　　　　4i3．92　3i2．42
人権は尊重された　　　　　　　　56i54．90　91　i73．39

人権は尊重されなかつた　　　　　30i29．41　23118．55

無回答　　　　　　　　　　　　16i15069　10i8●06
て迅還姦裁1酊フ’互阜添ぢだ’一（起訴…’憾69T54二百0…62「’50∫OU

後3カ月以内に判決）　　　　　　　i　　　　i

bT度よい（〃　6月以内）　　　20i19．61　24i19．35
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コc遅い　　（〃　1年以内）　　　18i17。65　11i8．87
　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　ドd遅すぎる（〃　1年を超える）　4i3．92　12i9．68

　無回答　　　　　　　　　　　4i3．92　15i12．10

（執行まで）　a3月以内

　　　　b6月”
　　　　c1年〃
　　　　d1年をこえる
　　　　　無回答

95　　193．14

1：0．98

615．88

010．00

5i4．90

94　　i75．81

11：8．87
312．42

7：5．65

917．26
　；

栃木（206） 和歌山（163）

　人：　％
156　　175．73

33　　i16．02

17i8．25
148　　：71。84

32　　：15．53

26　　i12．62

冒”99「ロ47157”

53　　：25．73

23i11．17

16：7．77
1617．77

133　　：64．56

10i4．85
4i1．94

12：5．83
45　　121．84

麓　（120） 札幌（47）

　人：　％　 人i　％
125　　：76．69　　93　　：77．50

27　　：16．56　　22　　118．33

11　：　6．75　　5　1　4．17

93i57．0690i75．00
24i14．7215i12．50
46i28。2215i12．50

”77…i璽7』24…ε2－T68二3釧ロ

　，　　　　　　　　　　　　　巳

47i28．8317i14．17
　ロ　　　　　　　　　　　　　ま
　ロ　　　　　　　　　　　　　ヨ18　　111。04　　10　　1　8．33

　ヨ　　　　　　　　　　　　　ロ
10　1　6．13　　6　1　5．00

11　1　6．75　　5　1　4．17

108　　166．26

1418．59
714．29

13i7．98
21　　：12．88

93i77．50
1iO．83

110．83

1：0．83
24　　：20．00

　人i　％
30　　：63。83

5：10．64
12　　：25．53

23　　：48．94

5i10．64
19　　140．43

28　　：59．57

9119．15

112。13
　2
214．26
7－114．89

23　　148．94

4i8．51

418．51

112．13
15　　：31。91

の
膵編

　　％
76．52

16．21

7．27

67．42

15．00

17．58

52．58

22．73

9．55

6．97

8。18

68．33

6．06

2．88

5．15

17．27

表一12　弁護人について

問
号

質
番

lV－5

】V－6a

6－b

C

d

W－3

回　答

施設名（調査対象者総数）

弁護人（一審）　　私選

　　　　　　国選
　　　　　　無回答

（二審）　私選

　　　国選
　　　無回答

弁護人の活動（一審）満足

　　　　　　不満足
　　　　　　無回答
不満足の理由
（P面会に来ない

（ii）証人申請、反対尋間せず

（置i）起訴事実の研究不足

（iり弁償の努力せず

二審での活動　　満足

　　　　　不満足
　　　　　無回答
”示満足あ理由…”……一”………

（n面会に来ない

　（ii）証人申請，反対尋問せず

　（且i）起訴事実の研究不足

　（iv）弁償の努力せず

中野（102）

48　　：47．06

50i49．02

　4：3．92
24　　　　i（23．53》

14　　158．33

　6i25．00
　　｝　4：16．67

42　　141．18

59　　：57．84

110．98

笠松（124）

65i52．42
55　　：44．35

　4：3．23
23　i（18．55）

20　　186．96

　　3　3113．04
　　2　010．OG　　；

66　　153．23

52　　i41。94

614．84

”萄g　i　’融　：
　22i37．2917i32。69
　　ロ　　　　　　　　　　　　ヨ
　31　　152．54　　13　　：25．00
　　　　　　　　　　　　　　 ロ

　　　　　　　　　　　　　　
ロ

　40　　：67．80　　22　　142．31

　10i16．95　gi17・31
　　ぽ　　　　　　　　　　　 コ

F
2
4　i　23　1

　7i29．1710i43．48
　　　　　　ロ　　ロ　　　　　　ロ　13i54．1712152．17
　　コ　　　　　　ヨ　4i16．66　114．35
　　　　　　ロ”∬’…1…’”’一匠2　i

　3i23．08　1i8．33
　　ロ　　　　　　　　　　　　　ロ
　　じ　　　　　　　　　　　　　ロ　10　　176．92　　　6　　150．00

　7153．85　4133．33　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ
　　ロ　　　　　　　　　　　　　　
　1　1　7．69　　2　116．66

接見，時間　　0分

　　　　5
　　　　10
　　　　15
　　　　20
　　　　30
　　　　40
　　　　60
　　　　無回答
〃，回数　0回

　　　　1
　　　　2
　　　　3
　　　　4
　　　　5
　　　　6
　　　　7～
　　　　無回答

6i5．88

17　　118．63

19　　118。63

17　　116．67
　旨
18i17．65
817．84
　：
211．96

615．88

716．86
615．86

25　　124．51

20　　119。61

18　　：17．65

716．86
　；
5i4．90
　2
211．96
　；
716．86

12　　：11．76

栃木（206）

87　　：42．23

118i57．28

11i5．34
35　　　　：（16．99）

26i74．29
　7120．00
　2：5．71

125　　160．68

64i31．07
17i8．25

和歌山（163）

99　　160．74

57　　i34．97

　7：4．29
46　i（28。22

37　　：80。43

　8：17．39

　112．18
92　　156．44

56i34．36

15：9．20
’64　i胃　曹56　1
　13：20．31　g　i16．07
　　ユ　27！42．1927i48．21
　　　　　　ロ　27i42．1927i48．21
　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　7110．94　518．93
葱5騨一臼「””””畷ヂ員…「”一””一

　25　　171．43　　22　　147．83
　　る　　　　　　　　　　　　　ロ
　　コ　　　　　　　　　　　　　コ

　8i22。3619i41・30
　2i5．71　5i10。87

’
8
　
1
　 巨σ一…r騨…”

　oi　O．00　3i15。79
　　ロ　　　　　　　　　　　　ぽ

　3i37．50　6i31．58
　5　　：62．50　　　9　　147．37
　　こ　　　　　　　　　　　　ロ
　1　　112．50　　　3　　115．79

　　　　　　　　　　　　 ロ

010．oo　oiO．00
　ロ　　　　　　　　　　　じ

gi7．2622i10．68
　ロ　　　　　　　　　　 ロ
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